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６７柳宗元詩の擬人法

中
国
、
中
唐
の
文
人
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
の
詩
論
研
究
は
、
以
下
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。
｜
、
伝
記
的
研
究
、
｜
｜
、
儒
仏

道
の
影
響
を
考
察
し
た
哲
学
宗
教
的
研
究
、
三
、
詩
史
を
踏
ま
え
た
他
の
詩
人
と
の
比
較
研
究
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
一
一
一
種
は
相
互
に
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6８ 
関
連
し
、
兼
備
し
た
内
容
で
論
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
具
体
的
に
は
柳
宗
元
流
調
（
八
○
五
年
、
三
一
二
歳
）
以
降
の
人
生
を
、
水
川

（
湖
南
省
）
前
期
（
龍
興
寺
、
法
華
寺
寓
居
時
代
）
、
後
期
（
愚
渓
時
代
）
、
柳
州
（
広
西
省
）
時
代
の
一
一
一
期
に
分
け
、
各
時
則
の
特
質
を

考
察
す
る
。
ま
た
そ
の
変
容
を
分
析
し
、
彼
の
心
境
や
価
値
観
の
変
化
を
論
述
す
る
。
中
央
政
権
へ
の
復
帰
を
悲
願
と
し
な
が
ら
、
結
局

柳
州
で
果
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
悲
劇
的
人
生
と
、
作
品
の
杼
情
的
象
徴
的
特
質
が
、
そ
こ
に
内
在
す
る
精
神
性
や
思
想
性
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
必
然
と
し
て
い
よ
う
。
拙
論
は
そ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
柳
詩
を
柳
詩
為
ら
し
め
て
い
る
作
品
の
独
自
性
を
、
技
法
的

観
点
か
ら
考
察
す
る
。
柳
詩
に
は
技
巧
的
に
も
看
過
し
得
な
い
技
鼠
が
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
唐
詩
選
」
を
初
め
、
各
種
の

唐
詩
の
選
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
代
表
作
「
南
渦
中
題
（
南
澗
中
に
題
す
）
」
は
、
以
下
の
如
く
極
め
て
納
繊
な
櫛
造
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
は
永
州
時
代
の
作
と
さ
れ
、
八
韻
か
ら
成
る
五
言
古
詩
。
前
半
四
聯
が
叙
景
を
主
と
し
、
後
半
四
聯
は
押
情
を
詠
じ
て
い
る
Ⅶ

そ
し
て
最
初
と
最
後
の
聯
だ
け
が
散
句
で
、
中
六
聯
は
す
べ
て
対
句
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
し
て
内
容
形
式
と
も
に
明

快
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
詳
細
に
見
れ
ば
、
一
層
微
塵
の
揺
る
ぎ
も
な
い
構
築
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
前
半
四
聯
を
挙
げ
よ
う
（
原

詩
の
上
の
数
字
は
、
古
詩
の
第
何
聯
か
を
表
わ
す
。
以
下
同
じ
）
。

Ｄ
二
、
秋
氣
集
南
綱
秋
気
開
硝
に
集
ま
り

〆
し
一
／
濁
遊
亭
午
時
独
り
遊
ぶ
亭
午
の
時

②（繩洲卜洲拳他繩炸唾砂洲捌娃いば
、
始
至
若
有
得
始
め
て
至
る
に
得
る
有
る
が
若
く

③
（
梢
深
遂
忘
疲
梢
々
深
く
し
て
遂
に
疲
れ
を
忘
る

④
（
繊
鰄
川
獺
鱸
俳
鰡
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６９柳宗元詩の擬人法
内
容
は
必
要
に
応
じ
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
典
故
の
重
層
的
使
用
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
秋
氣
」
は
「
楚
瀞
」
九

た

熱
「
悲
哉
秋
之
爲
氣
也
、
蘓
垂
必
今
草
木
揺
落
而
鍵
衰
。
（
悲
し
い
哉
、
秋
の
気
為
る
や
、
蒸
慧
と
し
て
草
木
揺
落
し
て
変
衰
す
）
」
を
踏
ま

え
、
「
悲
秋
」
の
調
べ
を
典
故
に
拠
っ
て
導
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
三
句
の
「
週
風
（
つ
む
じ
風
）
」
に
受
け
継
が
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ

の
語
も
「
楚
辞
」
九
章
「
悲
回
風
之
揺
意
今
、
心
菟
結
而
内
傷
。
（
回
風
の
意
を
揺
る
が
す
を
悲
し
み
、
心
菟
緒
し
て
内
に
傷
む
）
」
に

基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
句
末
の
「
講
蓋
」
へ
と
繁
り
、
典
故
を
同
じ
く
す
る
一
）
と
で
第
二
聯
へ
の
流
れ
を

自
然
に
し
つ
つ
、
そ
の
叙
景
に
単
な
る
実
景
以
上
の
意
味
を
賦
与
し
て
い
る
。
「
九
辮
」
「
九
章
」
と
も
忠
臣
で
あ
り
な
が
ら
江
南
に
放
逐

さ
れ
た
屈
原
の
悲
劇
性
を
詠
じ
て
お
り
、
永
州
流
調
の
柳
宗
元
自
身
の
境
遇
と
心
境
を
暗
に
託
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
楚
鮮
」
と
の

関
連
は
後
述
の
如
く
第
五
・
六
聯
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
典
故
使
用
は
中
国
詩
の
常
套
手
段
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
か
く
も
重

層
的
に
用
い
て
い
る
の
は
柳
詩
な
ら
で
は
と
い
え
よ
う
。
典
故
内
容
を
包
摂
し
、
よ
り
豊
か
な
表
現
を
可
能
に
す
る
と
い
う
中
国
詩
の
正

（
３
）
 

統
的
技
法
を
、
柳
宗
元
は
十
全
に
駆
使
し
た
詩
人
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
は
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
聯
と
第
四
聯
は
具
体
的
叙
景
描
写
で
あ
る
が
、
聯
同
士
の
対
偶
性
が
著
し
い
。
二
聯
と
も
に
前
の
句
が
聴
覚
を
、
後
の
句
が
視
覚

を
表
わ
し
、
視
聴
対
と
し
て
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
第
二
聯
の
、
ひ
と
し
き
り
吹
き
す
さ
ぶ
つ
む
じ
風
の
流
れ
（
出
句
）

と
そ
れ
に
よ
っ
て
い
つ
ま
で
も
不
揃
い
に
ゆ
ら
め
く
樹
影
（
落
句
）
の
揺
動
感
は
、
第
四
聯
の
音
の
流
れ
（
出
句
）
と
水
草
の
ゆ
ら
め
き

（
落
句
）
に
相
呼
応
す
る
。
そ
し
て
こ
の
音
の
広
が
り
と
水
の
揺
れ
は
、
「
廻
風
」
の
作
用
と
い
え
ま
い
か
。
ま
た
両
聯
は
晩
秋
の
冷
涼
感

を
共
通
項
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
両
聯
は
、
問
に
第
三
聯
を
置
く
こ
と
で
、
そ
の
対
比
性
を
抑
制
し
な
が

ら
も
、
極
め
て
緊
密
な
呼
応
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
聯
は
、
南
澗
の
景
色
に
対
す
る
詩
人
の
好
尚
を
表
白
す
る
が
、
そ
れ
は
空
間
的
奥
行
き
と
と
も
に
、
時
の
経
過
を
も
物
語
る
。

「
こ
の
南
の
谷
に
深
く
分
け
入
る
に
つ
れ
て
、
い
つ
し
か
疲
れ
を
忘
れ
て
い
る
」
と
。
こ
れ
は
第
一
聯
の
「
季
節
は
秋
、
時
刻
は
真
昼
ど

き
」
と
い
う
現
在
時
を
受
け
、
「
凋
遊
」
の
時
間
が
午
後
か
ら
夕
暮
へ
と
流
れ
て
い
く
の
を
意
味
し
て
い
よ
う
＠
時
の
流
れ
は
更
に
進
み
、

Hosei University Repository



０
最
後
の
第
八
聯
に
繋
っ
て
い
く
。

７
 

北
宋
、
蘇
戟
（
’
○
三
七
～
一
一
○
一
）
が
こ
の
詩
を
評
し
て
「
憂
中
有
樂
、
樂
中
有
憂
、
蓋
絶
妙
古
今
夷
。
（
憂
中
楽
有
り
、
楽
中

憂
有
り
、
蓋
し
古
今
に
絶
妙
た
り
）
」
（
宋
、
胡
仔
「
若
溪
漁
隠
叢
話
」
前
集
巻
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
の
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
評
語
は

③（鰄蝸雌岼舳螂》Ⅶ州“燗朏燗刮翫
「
後
に
こ
の
谷
に
や
っ
て
来
る
者
」
と
い
う
未
来
へ
の
視
線
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
最
初
と
最
後
の
散
句
は
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と
い
う
、

時
に
関
す
る
呼
応
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
こ
で
第
八
聯
を
除
い
た
後
半
部
を
挙
げ
る
。

⑤（舳噸刷麺華烟窪驍汕云卿澤咋樒》る

⑥（Ⅶ睦州鵡鯛Ⅶ舳醐歴洲記州簿し

⑦（鰄鰄鰔洲鵬鰄鵬艫俳醐椎醗燗塗唾銚
第
七
聯
句
頭
の
「
索
莫
」
「
俳
梱
」
は
畳
韻
の
対
語
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
第
二
聯
の
句
末
が
、
「
萠
憲
」
「
参
差
」
と
双
声
の
対
語
で
あ

る
こ
と
が
忽
ち
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
双
声
と
畳
韻
の
位
置
は
、
中
六
聯
の
対
句
の
始
ま
り
（
第
二
聯
句
末
）
と
終
わ

り
（
第
七
聯
句
頭
）
に
対
角
線
上
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
対
句
部
分
の
韻
律
的
統
合
が
成
り
、
そ
れ
は
前
半
の
叙

景
と
後
半
の
杼
情
の
内
容
的
統
合
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
此
の
如
く
、
こ
の
詩
は
十
分
に
練
ら
れ
、
考
え
ぬ
か
れ
た
構
成
内
容
と
評
し
得

る
の
で
あ
る
。
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７１柳宗元詩の擬人法
「
樂
中
有
憂
」
が
後
方
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
、
ど
ん
な
に
楽
し
み
、
「
疲
れ
を
忘
れ
」
て
も
、
柳
宗
元
の
心
は
晴
れ
ず
、
「
憂
」

は
ぐ

が
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
叙
景
描
写
中
、
最
も
明
確
に
表
現
す
る
の
が
、
第
四
聯
で
あ
る
。
群
れ
か
ら
逸
れ
た
渡
り
鳥
が
奥
深
い

谷
間
に
迷
い
込
み
、
連
れ
を
求
め
て
悲
痛
な
鳴
き
声
を
上
げ
る
。
そ
の
響
き
に
応
じ
る
か
の
如
く
、
冷
た
い
水
中
に
浮
ぶ
水
藻
が
、
震
え

な
が
ら
さ
ざ
波
に
揺
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
、
詩
人
の
深
い
哀
し
み
や
孤
独
感
の
表
象
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
殊
に
「
舞
」
と
い

も
幻

う
動
詞
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
且
つ
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
。
「
舞
」
は
六
書
中
形
声
に
属
し
、
「
鉦
」
（
人
が
踊
っ
て
い
る

ｔ
い
あ
し

さ
ま
）
に
両
足
を
意
味
す
る
「
舛
」
が
加
わ
っ
て
成
る
、
す
ぐ
れ
て
人
間
の
範
畷
に
属
す
る
一
一
一
口
葉
で
あ
る
。
無
論
漢
字
の
多
義
性
か
ら
、

派
生
的
に
鳥
獣
に
も
用
い
ら
れ
る
。
古
く
は
「
百
獣
率
舞
」
（
「
尚
書
」
舜
典
）
「
鶏
鷲
翔
舞
」
Ｓ
楚
辞
」
九
章
）
と
い
う
が
如
く
に
。
柳

（
４
）
 

自
身
、
「
鶴
鶴
雲
間
舞
」
と
鳥
に
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
命
も
足
も
無
い
「
寒
藻
」
が
舞
っ
て
い
る
。
こ
の
、
王
語
と
述
語
の
不

（
５
）
 

適
合
が
読
み
手
に
「
不
透
明
な
」
違
和
感
を
も
た
ら
し
、
こ
の
句
を
そ
の
ま
ま
読
み
過
せ
な
く
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
晩
秋
の
冷
た
く
澄

ん
だ
細
れ
波
の
中
で
、
緑
黒
の
水
藻
が
急
流
に
翻
弄
さ
れ
、
く
る
く
る
と
動
き
回
っ
て
い
る
様
子
が
鮮
や
か
に
浮
び
上
が
る
。
そ
れ
は
ま

る
で
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
見
せ
て
虚
無
的
に
踊
っ
て
い
る
人
影
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
柳
宗
元
が
「
舞
」
の
字
を
用
い
た
意
味
が
あ
る
。
若

き
エ
リ
ー
ト
官
僚
と
し
て
加
わ
っ
た
永
貞
（
八
○
五
）
の
政
治
改
革
が
頓
挫
し
、
思
い
も
か
け
ず
蛮
夷
の
流
調
地
で
悶
々
と
生
き
ざ
る
を

得
な
い
柳
宗
元
、
「
寒
藻
」
が
そ
の
憂
悶
の
表
象
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
寒
藻
」
が
「
舞
」
と
い
う
動

詞
と
結
び
つ
く
こ
と
で
擬
人
化
さ
れ
、
詩
人
の
心
象
と
し
て
の
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
に
続
く
第
五
・

六
聯
（
「
去
國
魂
已
瀞
、
懐
人
涙
空
垂
。
孤
生
易
爲
感
、
失
路
少
所
宜
。
」
）
へ
と
自
然
に
繋
っ
て
い
く
。
「
魂
」
（
第
九
句
）
「
失
路
」
（
第

（
６
）
 

十
二
句
）
は
と
も
に
「
楚
瀞
」
を
祖
述
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
屈
原
を
雲
霧
と
ざ
せ
る
流
調
の
「
魂
」
、
孤
独
と
悲
し
み
に
う
ち
震
え
る
「
魂
」
、

こ
こ
に
擬
人
化
さ
れ
た
「
寒
藻
」
の
正
体
を
認
め
て
も
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
叙
情
と
い
う
大
き
な
転
換
が
、
叙
景
最
後
の
句
の
擬

人
化
に
よ
っ
て
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
柳
詩
は
技
巧
的
に
も
透
逸
な
技
量
が
認
め
ら
れ
、
就
中
、
そ
の
擬
人
化
表
現
は
印
象
深
い
。
こ
の
擬
人
化
の
意
味
を
ま
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7２ 

次
の
よ
う
な
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①（瞬癖鮒鰄岬舳鯏

山
を
擬
人
化
す
る
と
い
う
試
み
は
古
く
か
ら
あ
る
。
そ
の
発
想
の
源
に
山
霊
や
山
神
の
存
在
を
措
定
す
れ
ば
、
古
代
人
に
と
っ
て
は
極

め
て
自
然
な
表
現
営
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
書
を
繍
け
ば
、
山
霊
、
山
神
の
記
述
は
枚
挙
に
暇
な
い
。
「
山
鬼
」
（
「
楚
僻
」
九
歌
）
、
泰
山

神
と
な
っ
た
「
肩
吾
」
（
「
荘
子
」
大
宗
師
）
、
錘
山
の
神
「
燭
陰
」
（
「
山
海
経
」
海
外
北
経
）
な
ど
か
ら
、
志
怪
小
説
に
ま
で
広
げ
れ
ば
、

「
山
操
」
「
山
都
」
「
山
精
」
「
山
揮
」
な
ど
鯵
だ
し
い
数
に
上
る
。
山
は
、
古
代
に
於
て
、
人
間
界
の
対
立
概
念
で
あ
る
自
然
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
人
間
が
侵
犯
し
得
な
い
領
域
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
山
に
対
す
る
畏
怖
が
、
人
々
の
想
像
力
を
掻
き
た
て
、
多
く
の
神
経

を
産
出
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
山
そ
の
も
の
の
神
秘
性
が
い
や
増
し
、
山
自
体
が
一
種
の
生
物
と
も
い
う
べ
き
存
在
感
を

有
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
山
容
を
描
写
す
る
の
に
擬
人
法
を
用
い
る
の
は
そ
う
奇
異
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
柳
宗
元
に
も

と
め
れ
ば
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
、
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
二
、
人
間
に
擬
す
る
こ
と
で
、
詩
人
の
心
情
の
表
象

で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
解
さ
せ
る
。
三
、
そ
の
結
果
、
景
か
ら
情
へ
の
自
然
な
転
換
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
「
舞
」
を
擬
人
化
に
用
い
た
の
は
、
無
論
、
柳
宗
元
が
初
め
て
で
は
な
い
。
命
無
き
も
の
に
用
い
て
い
る
例
は
、
普
代
に
見

（【ＰⅡ）

え
、
斉
梁
を
経
て
唐
代
に
入
れ
ば
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
せ
る
。
柳
壱
示
元
の
擬
人
法
が
、
詩
史
の
流
れ
の
中
で
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

以
下
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
本
質
を
考
究
し
た
い
。

第
二
章
山
の
擬
人
化

榮傾
迺奔
をを
委溶；
ぬく

し
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７３柳宗元詩の擬人法

（
「
湘
口
館
祷
湘
二
水
所
會
（
湘
口
館
禰
湘
二
水
の
会
す
る
所
）
」
巻
「
五
古
、
九
韻
）

永
州
零
陵
の
西
北
、
溺
湘
二
水
が
合
流
す
る
地
点
の
風
景
を
詠
ん
だ
作
。
険
峻
な
九
疑
山
が
瀞
水
の
奔
流
を
谷
底
深
く
走
ら
せ
、
臨
源
峰

は
湘
水
が
曲
り
く
ね
り
な
が
ら
流
れ
る
に
任
せ
て
い
る
。
第
二
聯
に
描
か
れ
る
二
水
合
流
地
点
の
果
て
し
な
く
広
が
る
静
證
さ
と
の
対
比

に
よ
っ
て
、
第
一
聯
の
勇
躍
た
る
流
動
感
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
峰
が
恰
も
意
志
を
持
っ
て
そ
の
流
れ
を
操
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
擬
人
化
の
意
味
は
、
序
章
で
挙
げ
た
三
点
に
則
し
て
い
え
ば
、
第
一
点
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
第
一
一
・
第
三
の
意
味
は
見
当
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
暗
嶮
ま
た
は
表
象
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
単
純
な
擬

（
：
）
 

人
化
表
現
で
あ
る
。
拙
聿
師
で
は
擬
人
法
仰
と
称
し
、
序
章
の
暗
職
的
擬
人
法
⑭
と
区
別
す
る
。

今
、
こ
の
よ
う
な
山
の
擬
人
化
を
「
文
選
」
中
に
求
め
る
と
、
九
疑
山
と
比
較
さ
れ
て
い
る
鍾
山
（
南
京
東
北
郊
外
）
の
例
が
認
め
ら

れ
る
。
寛
陵
の
八
友
の
一
人
、
永
明
文
壇
の
雄
、
沈
約
（
四
四
一
～
五
一
三
）
の
作
、
「
鍾
山
詩
應
西
陽
王
教
（
鍾
山
詩
、
西
陽
王
の
教

に
応
ず
）
」
其
一
一
、
（
五
古
、
二
○
韻
、
巻
二
一
一
）
で
あ
る
。

①
（
發
地
多
奇
嶺
地
を
発
き
て
奇
嶺
多
く

お
か

，
干
雲
非
一
状
奉
二
を
干
し
て
―
状
に
非
ず

②（船剃彗柵率拙捌斗痙毬恋涯佳繩塾む

③（燐雌Ⅶ洲舳峨峨竺乢江洲艸錘鮒二す

。
、
會
合
属
空
曠

②（泓澄停風雷
〈
君
ム
ロ

お
う
ち
主
う

泓
澄

空
曠
に
属
し

風
雷
を
停
む
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7４ 

摘
す
る
に
止
め
る
。

〈
曲
）

こ
の
「
九
疑
」
は
「
百
神
」
の
対
語
と
し
て
、
明
ら
か
に
神
性
を
賦
与
共
こ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
擬
神
化
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
拙
論

で
は
そ
れ
も
広
義
の
擬
人
化
と
看
倣
す
。
柳
詩
の
「
九
疑
」
に
聖
性
は
顕
著
で
は
な
い
が
、
そ
の
擬
人
化
発
想
の
基
盤
に
は
、
右
の
典
拠

（
皿
）

を
初
め
と
す
る
九
疑
山
の
聖
性
が
内
在
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
士
ふ
い
か
。
先
行
研
究
が
論
ず
る
如
く
、
柳
詩
と
「
楚
瀞
」
と
の
関
わ
り
は

深
く
、
拙
論
に
於
て
も
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
、
柳
詩
擬
人
化
の
基
盤
に
「
楚
鮮
」
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
を
指

④（洲繩訶嘘鵬鯏”率い聰靴唯川依燗Ⅲ
多
様
な
形
態
を
見
せ
、
雲
中
高
く
鐸
え
立
つ
鍾
山
の
多
く
の
奇
峰
は
、
身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
し
て
天
空
を
蔽
わ
ん
ば
か
り
。
高
低
不
揃

い
な
が
ら
、
各
々
自
己
主
張
す
る
か
の
よ
う
に
互
い
に
眺
め
合
い
、
丹
青
の
鮮
や
か
な
色
彩
を
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
山
勢
は
、
九
疑
山

や
東
海
中
の
三
神
山
と
も
類
似
す
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
第
三
聯
ま
で
擬
人
化
的
表
現
を
用
い
、
鍾
山
に
命
あ
る
か
の
如
き
神
秘
性
が
賦

与
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
蓬
莱
山
な
ど
の
仙
山
と
並
ん
で
九
疑
山
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
古
代
の
聖
天
子
舜
の
埋
葬
地
Ｓ
史
記
」
五

帝
本
紀
な
ど
）
と
い
う
神
話
故
で
あ
ろ
う
。
そ
の
韻
文
上
の
典
拠
は
「
楚
辮
」
「
離
騒
」
に
ま
で
遡
れ
る
。
美
女
（
理
想
の
君
主
）
を
求

め
て
天
界
瀞
行
を
し
て
も
、
望
み
叶
わ
ぬ
ま
ま
迷
い
惑
う
屈
原
の
前
に
「
巫
成
」
が
出
現
す
る
件
り
で
あ
る
。

巫
成
將
夕
降
今
巫
成
将
に
夕
べ
に
降
ら
ん
と
し

懐
椒
精
而
要
之
椒
精
を
懐
ひ
て
之
に
要
む

お
ほ

こ
と
ご
と

百
神
鶏
其
備
降
今
百
神
蒻
ひ
て
其
れ
傭
く
降
り

九
疑
績
其
竝
迎
九
疑
績
と
し
て
其
れ
並
び
迎
ふ

右
の
詩
は
元
和
四
年
（
八
○
九
）
秋
の
作
と
さ
れ
（
王
國
安
注
）
、
所
謂
永
州
前
期
に
属
す
る
が
、
次
の
詩
も
ほ
獄
同
じ
頃
の
作
、
「
遊

九
疑
績
其
竝
迎

…
（
後
略
）
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７５柳宗元詩の擬人法

第
四
聯
か
ら
視
線
を
上
げ
る
こ
と
で
、
視
界
が
果
て
な
く
広
が
り
、
晴
か
ら
明
、
狭
か
ら
広
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
の
び
や
か
に
移
ろ

い
め
ぐ
る
日
の
光
の
下
、
ぐ
い
と
寄
せ
集
め
た
か
の
よ
う
に
豊
か
に
繁
る
林
が
照
り
映
え
て
い
る
。
こ
の
「
横
林
梢
」
は
擬
人
法
い
で
あ

り
、
柳
宗
元
は
他
に
も
同
じ
西
山
か
ら
の
眺
望
を
記
し
た
作
「
構
法
華
寺
西
亭
（
法
華
寺
の
西
亭
を
構
ふ
）
」
（
巻
一
、
五
古
、
十
四
韻
、

第
四
章
で
詳
述
）
中
、
「
遠
岫
横
衆
頂
（
遠
岫
撹
衆
頂
を
横
む
こ
と
詠
ん
で
い
る
。
山
峰
や
森
林
が
群
が
り
集
ま
っ
て
い
る
さ
ま
を
表
現

感
を
否
め
な
い
。
柳
｛

と
し
て
記
し
て
お
く
。

①（螂嶢洲鵡川螂躁蠅鯛洲俳洲鏥り

②（鯏舳鮒鯏鮒繩誇鯏評岬柵鍵Ⅷ“》擁翫ん
み

③（鵬鯛辨州姉岫洲俳州伽窪川ましむ
ひ

④
（
“
雛
艫
峨
Ⅶ
洸
鰄
鱸
罐
き あ

つ

冒
頭
二
聯
は
、
こ
の
山
行
が
「
夷
巣
（
伯
夷
・
巣
父
）
」
の
よ
う
な
隠
遁
で
は
な
い
一
」
と
を
強
調
し
、
憂
悶
極
ま
り
な
い
艇
調
の
現
況
を

詠
ず
る
。
第
三
聯
か
ら
叙
景
描
写
が
始
ま
り
、
ま
ず
傭
角
の
眺
望
を
歌
う
。
清
ら
か
な
流
れ
が
見
え
る
が
、
そ
の
水
が
出
入
す
る
洞
窟
は

黒
々
と
奥
深
く
、
神
性
の
蚊
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
。
川
の
神
秘
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
実
景
描
写
の
中
で
唐
突
な

感
を
否
め
な
い
。
柳
宗
元
は
な
ぜ
こ
こ
に
幻
想
的
神
怪
を
描
出
し
た
の
か
。
こ
の
点
は
第
四
章
水
の
擬
人
化
で
考
察
し
、
今
は
問
題
提
起

朝
陽
巌
遂
登
西
亭
（
朝
陽
巌
に
遊
び
遂
に
西
亭
に
登
る
）
一
一
十
韻
」
（
巻
二
・
永
州
の
最
高
峰
東
山
に
あ
る
法
華
寺
の
断
崖
上
に
築
い
た

西
亭
か
ら
の
眺
望
を
（
詠
じ
て
い
る
。
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7６ 
す
る
「
横
」
は
、
六
朝
の
名
文
と
し
て
知
ら
れ
る
孔
稚
珪
（
四
四
七
～
五
○
一
）
の
「
北
山
移
文
」
（
「
文
選
」
巻
四
三
）
中
の
語
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
十
一
聯
の
擬
人
化
表
現
の
い
わ
ば
伏
線
の
役
割
を
し
て
い
る
の
で
、
先
を
急
ご
う
。

第
五
～
十
聯
は
西
亭
の
立
地
が
如
何
に
高
い
か
を
詠
じ
た
後
、
「
惜
し
む
ら
く
は
吾
が
郷
土
に
非
ず
」
（
第
十
三
句
）
と
述
べ
、
長
安
西

郊
の
郷
里
の
園
田
や
池
塘
に
想
い
及
ぶ
。
望
郷
の
念
は
自
ず
と
今
の
不
遇
に
帰
趨
し
、
以
下
の
如
く
、
自
己
卑
下
、
自
責
の
言
が
並
ぶ
。

た
ま
た
ま

⑪
（
舳
艫
鰄
舳
唯
州
鮒
鰯
締
ら
る

⑫（蝿Ⅶ脈Ⅷ鰄鮒Ⅶ鵬酢燗汕川鮴埣叫く

⑬（則繩烟醐鑪馴瀧川トバ醐削鮒舳Ⅶ
「
圭
組
」
と
は
諸
侯
の
印
綬
で
あ
り
、
転
じ
て
諸
侯
の
位
階
を
意
味
す
る
。
即
ち
柳
宗
元
は
官
吏
と
し
て
の
出
世
を
望
ん
で
山
林
に
醐
笑

さ
れ
た
と
歌
う
。
前
記
の
如
く
、
こ
の
擬
人
化
表
現
は
、
「
北
山
移
文
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
「
北
山
」
と
は
、
先
に
も
引
い
た
鍾
山
の
こ

（
川
）

と
で
、
｝
）
の
山
に
隠
遁
し
て
い
る
「
周
子
」
な
る
人
物
が
、
斉
の
朝
廷
か
ら
出
仕
要
請
の
詔
が
来
る
と
、
大
喜
び
で
山
を
去
っ
た
こ
と
を

批
判
し
た
文
章
で
あ
る
。
そ
の
体
裁
は
、
鍾
山
の
霊
が
山
中
の
草
木
に
対
し
、
変
節
し
た
周
子
を
二
度
と
入
山
き
せ
な
い
よ
う
回
し
文
で

訴
え
る
と
い
う
擬
人
化
的
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。
柳
詩
「
遂
胎
山
林
潮
」
（
第
二
二
句
）
が
基
づ
く
の
は
、
近
隣
の
山
々
が
周
子
に

欺
か
れ
た
鍾
山
を
潮
笑
す
る
と
い
う
次
の
件
り
で
あ
る
。

〈
吃
〉

於
是
南
嶽
献
潮
、
北
璽
騰
笑
、
列
塾
争
議
、
横
峰
煉
誼
。
慨
遊
子
之
我
欺
、
悲
無
人
以
赴
弔
。
故
其
林
惣
無
蓋
、
澗
塊
不
歌
。

南
北
の
山
丘
、
連
峰
が
潮
り
識
る
と
、
鍾
山
の
林
や
谷
は
ひ
た
す
ら
恥
じ
入
っ
て
い
る
。
果
て
な
く
広
が
る
連
山
に
取
り
囲
ま
れ
、
一
人

小
さ
く
な
っ
て
う
な
だ
れ
て
い
る
鍾
山
の
姿
が
想
起
さ
れ
る
。
感
情
を
表
わ
す
動
詞
が
羅
列
さ
れ
る
こ
と
で
山
々
に
表
情
が
与
え
ら
れ
、
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７７柳宗元詩の擬人法

右
の
よ
う
に
自
己
否
定
し
た
詩
人
は
如
何
に
生
き
る
べ
き
か
、
第
十
六
聯
以
降
は
、
山
水
へ
の
没
入
を
詠
じ
る
。
飲
食
と
い
う
い
わ
ば

（
咄
）

形
而
下
的
楽
し
み
（
第
十
六
聯
）
や
、
’
’
一
一
□
論
、
立
曰
楽
と
い
う
形
而
上
的
楽
し
み
（
第
十
七
聯
）
、
そ
れ
ら
を
山
水
の
中
に
求
め
る
と
歌
う
。

そ
し
て
次
の
如
く
世
俗
の
暗
醤
や
喧
騒
に
背
を
向
け
る
。

ま
ず
内
容
か
ら
論
ず
る
と
、
「
北
山
移
文
」
に
お
け
る
南
北
の
山
々
の
潮
笑
は
、
周
子
の
隠
遁
か
ら
仕
官
へ
の
変
節
ゆ
え
に
為
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
宮
と
野
の
二
項
対
立
は
、
柳
詩
第
一
句
の
「
調
棄
（
官
）
」
と
「
隠
滴
」
の
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
柳
詩
は
流

調
と
い
う
不
幸
を
よ
り
明
確
に
表
す
た
め
に
、
隠
遁
と
い
う
対
立
項
を
立
て
て
い
る
が
、
流
諦
は
仕
官
の
末
路
で
あ
り
、
官
と
野
の
対
比

を
主
題
と
す
る
「
北
山
移
文
」
は
恰
好
の
典
故
と
い
え
よ
う
。
伯
夷
巣
父
（
第
四
句
）
の
名
は
「
移
文
」
中
に
も
見
え
る
が
、
柳
宗
元
は

反
語
に
よ
っ
て
隠
遁
志
向
を
強
く
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
宮
の
側
に
身
を
置
く
己
を
、
出
仕
し
た
周
子
に
比
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
仕
官
だ
け
で
も
潮
笑
の
対
象
に
な
る
の
に
、
出
世
し
た
周
子
と
異
な
り
、
「
諦
棄
」
「
囚
居
」
と
い
う
境
遇
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
自
分

は
、
も
は
や
潮
り
の
対
象
以
下
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
連
山
に
護
ら
れ
て
恥
じ
入
る
鍾
山
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
「
厚
蓋
」
（
第

二
六
句
）
に
う
な
だ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
柳
宗
元
は
、
連
山
に
笑
い
者
に
さ
れ
た
「
山
林
」
か
ら
も
潮
笑
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
こ
の
三
聯
は
徹
底
的
自
己
否
定
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。

此
の
如
く
、
擬
人
化
さ
れ
た
「
山
林
」
が
詩
人
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
見
え
る
擬
人
法
は
、

先
述
の
⑭
②
と
異
な
っ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
「
山
林
」
は
メ
タ
フ
ァ
を
含
ま
な
い
（
擬
人
法
②
で
は
な
ど
あ
く
ま
で
「
非
人
間
」
と

し
て
の
存
在
で
あ
る
が
、
詩
人
と
直
接
的
深
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
、
自
ら
の
様
態
や
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
く
（
擬

（
脇
〉

人
法
川
で
は
な
い
）
人
間
と
の
関
係
性
に
比
重
の
あ
る
擬
人
法
御
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
関
わ
り
の
あ
る
人
間
の
特
質
が
よ
り

明
確
に
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

読
み
手
に
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
柳
宗
元
は
な
ぜ
こ
の
文
を
踏
ま
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
内
容
と
形
式
、
二
つ
の
観
点
か
ら
考

え
ら
れ
よ
う
。
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０
」
出
叩
卒
■

⑱
（
鱸
蕊
艫
騨
”

け
ん
と

⑲（“醐訴舳酎“洲に鵬肌Ⅶ誠慧聞く
か
う
か
う

第
十
九
聯
は
「
難
」
を
擬
人
化
し
て
い
る
。
こ
の
「
欺
」
ｊ
も
「
北
山
移
文
」
中
、
先
に
引
い
た
「
遊
子
（
周
子
）
の
我
（
山
霊
）
を
欺
く

を
慨
く
」
を
逆
説
的
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
世
俗
に
背
を
向
け
れ
ば
、
自
然
は
自
分
を
欺
か
な
い
と
。
こ
れ
は
人
間
社
会
へ

の
根
深
い
不
信
感
の
裏
返
し
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
擬
人
化
さ
れ
た
「
難
」
は
こ
こ
で
も
詩
人
と
直
接
の
関
わ
り
を
有
し
て
お
り
擬
人

（
幅
）

法
③
に
分
類
で
き
る
。
「
北
山
移
文
」
に
お
け
る
擬
人
法
と
い
う
独
特
の
形
式
は
「
滑
穂
味
」
を
生
昨
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
柳
詩
に
は

皆
無
で
あ
る
。
降
り
し
き
る
風
雨
（
苛
酷
な
現
実
の
比
愉
と
考
え
ら
れ
る
）
に
め
げ
ず
、
時
の
声
を
上
げ
る
鶏
の
姿
は
悲
壮
で
さ
え
あ
る
。

先
の
「
山
林
潮
」
に
も
滑
稽
味
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
相
違
は
何
故
な
の
か
。
そ
れ
は
や
は
り
潮
笑
の
対
象
が
他
者
で
は
な
く
、
詩
人

自
身
で
あ
る
が
故
で
は
な
い
か
。
擬
人
法
が
有
す
る
現
実
へ
の
識
刺
性
を
内
在
さ
せ
な
が
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
柳
宗
元
の
擬
人
表
現
は
、

自
ら
を
刺
す
が
故
に
滑
稽
味
を
表
出
し
な
い
。
そ
の
悲
痛
な
姿
か
ら
擬
人
化
の
対
象
と
柳
宗
元
自
身
と
の
深
い
関
わ
り
を
見
出
す
の
で
あ

以
上
の
よ
う
に
、
柳
宗
元
は
山
水
に
慰
籍
を
求
め
生
き
る
力
を
得
よ
う
と
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
隠
遁
志
向
は
無
い
と
断
言
し
、
官
へ

の
執
着
を
自
潮
的
に
表
白
す
る
。
揺
れ
動
き
屈
折
し
た
複
雑
な
心
情
を
、
「
北
山
移
文
」
の
内
容
と
形
式
（
擬
人
法
）
を
重
層
的
に
用
い
、

よ
り
強
烈
に
表
現
し
得
た
の
で
あ
る
。

次
の
詩
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
詩
と
異
な
り
、
柳
詩
の
独
自
性
を
目
の
当
り
に
す
る
作
で
あ
る
。

海
畔
尖
山
似
剣
鉈
海
畔
の
尖
山
剣
鉈
に
似
た
り

秋
來
虚
虚
割
愁
腸
秋
來
処
処
愁
腸
を
割
く

る
｡ 
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７９柳宗元詩の擬人法

起
句
は
直
愉
を
用
い
て
山
の
異
形
が
剣
の
切
っ
先
に
楡
え
ら
れ
て
い
る
。
承
句
は
そ
れ
を
媒
介
に
し
、
山
が
擬
人
化
さ
れ
る
。
秋
の
到

来
で
一
層
深
ま
る
詩
人
の
悲
愁
を
「
愁
腸
」
と
い
う
換
楡
で
表
わ
し
、
そ
れ
を
「
割
」
と
い
う
動
詞
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
極
め
て
リ

ア
ル
な
形
象
化
を
可
能
に
し
た
。
「
割
腸
」
は
人
口
に
贈
灸
す
る
「
断
腸
」
と
ほ
ず
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、
「
断
腸
」
が
腸
を
瞬
時
に
切
断

す
る
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
、
干
々
に
切
り
裂
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
、
止
む
こ
と
の
な
い
「
愁
」
の
綿
々
た
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
、
よ
り
適

〈
肺
）

っ
て
い
よ
う
。
管
見
の
限
り
、
「
割
腸
」
は
、
韻
文
で
は
柳
詩
以
前
に
そ
の
例
は
無
い
。
ま
た
「
割
」
の
、
王
体
が
刀
剣
で
あ
る
例
は
幾
つ

も
見
出
せ
る
が
、
刀
剣
に
職
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
「
山
」
が
主
体
の
例
も
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
擬
人
法
に
、
柳
宗
元
の
特
異
な
独
自

性
を
認
め
て
も
、
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
転
句
に
引
き
継
が
れ
、
更
に
奇
矯
な
詩
想
を
紡
ぎ
出
す
。
ズ
タ
ズ
タ
に
切
り
裂
か
れ
、

文
字
通
り
千
切
れ
た
腸
が
、
た
ち
ま
ち
無
数
の
小
人
に
変
化
し
、
四
方
に
散
ら
ば
っ
た
か
と
思
う
と
一
斉
に
頂
上
め
ざ
し
て
駆
け
登
る
。

（
Ⅳ
）
 

先
行
研
究
の
指
摘
す
る
如
く
、
こ
こ
に
は
仏
教
田
心
想
の
影
響
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
詩
想
を
生
み
出
し
得
た
主
因
は
、
彼
の
激
し
い

望
郷
の
念
で
あ
る
。
そ
れ
が
剣
の
切
っ
先
の
よ
う
な
頂
上
に
し
が
み
つ
き
、
必
死
に
故
郷
を
見
窮
め
よ
う
と
す
る
無
数
の
分
身
を
登
場
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
柳
宗
元
の
映
像
的
想
像
力
の
豊
か
さ
を
認
め
て
も
許
容
さ
れ
よ
う
。

此
の
如
く
当
該
詩
に
お
い
て
指
摘
す
べ
き
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
「
尖
山
」
の
「
割
く
」
客
体
が
、
「
愁
腸
」
と
い
う
換
楡
で
表
わ
さ
れ

故
郷
を
望
み
た
い
。

い
か
ん

若
為
化
得
身
千
億
若
為
ぞ
身
千
億
に
化
Ｉ
）
得
て

散
上
峯
頭
望
故
郷
散
じ
て
峯
頭
に
上
り
故
郷
を
望
ま
ん

（
「
與
浩
初
上
人
同
看
山
寄
京
華
親
故
（
浩
初
上
人
と
同
に
山
を
看
、
京
華
の
親
故
に
寄
す
）
」
巻
三
）

王
注
に
拠
れ
ば
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
、
柳
州
の
作
。
鋭
く
突
き
出
た
柳
州
の
山
が
剣
の
切
っ
先
に
楡
え
ら
れ
、
愁
い
に
ね
じ
れ
た
彼

の
腸
を
こ
こ
か
し
こ
切
り
さ
い
な
む
。
凄
絶
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
。
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
、
こ
の
身
を
千
億
に

も
細
分
化
し
て
欲
し
い
。
散
り
散
り
に
な
り
、
あ
の
尖
っ
た
て
つ
ぺ
ん
に
軽
々
と
登
り
、
千
億
の
分
身
の
内
、
｜
人
で
も
い
い
、
何
と
か
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柳
宗
元
は
篭
屈
し
た
暮
し
の
中
で
、
数
多
く
の
草
木
を
植
え
育
て
、
そ
れ
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
自
ら
植
え
な
く
て
も
植
物
を
詠

じ
た
歌
は
少
く
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
、
竹
と
橘
を
対
象
に
し
た
作
を
取
り
上
げ
た
い
。

柳
宗
元
は
、
氷
州
在
住
足
か
け
十
年
の
前
半
は
、
龍
興
寺
に
仮
寓
し
て
い
た
。
住
持
は
巽
上
人
（
名
は
重
巽
）
。
秀
れ
た
仏
僧
と
し
て

（
釦
）

柳
に
敬
愛
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仏
僧
に
因
む
作
が
数
篇
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
巽
公
院
五
詠
」
（
巻
一
）
と
題
し
て
龍
興
寺
境
内

の
五
種
の
景
観
を
詠
じ
た
作
が
あ
る
。
次
の
詩
は
「
苦
竹
橋
」
と
い
う
橋
の
周
辺
の
風
景
を
歌
っ
て
い
る
。

た
詩
人
の
悲
愁
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
裏
合
わ
せ
の
望
郷
の
想
い
が
、
衝
撃
的
詩
想
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
に
引
い

た
「
山
林
潮
」
の
対
象
が
詩
人
自
身
で
あ
る
こ
と
と
同
一
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
ま
い
か
。
い
ず
れ
も
擬
人
化
さ
れ
た
山
は
、
詩
人
と

同
等
に
存
在
し
、
直
接
的
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
擬
人
法
③
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
 

最
後
に
付
一
一
一
一
口
し
た
い
の
は
、
北
宋
の
蘇
軟
（
’
○
’
二
六
～
’
一
○
一
）
が
右
の
詩
を
踏
ま
え
て
作
句
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

繋
悶
豈
無
羅
帯
水
悶
を
繋
ぐ
に
豈
に
羅
帯
の
水
無
か
ら
ん
や

割
愁
還
有
剣
鉈
山
愁
を
割
く
に
還
た
剣
鉈
の
山
有
り

〈
胸
）

蘇
軟
の
柳
詩
評
価
は
盲
向
く
、
同
じ
中
唐
の
自
然
詩
人
掌
應
物
よ
り
上
位
と
評
し
て
い
る
。
宋
詩
の
特
質
の
一
と
し
て
擬
人
法
が
指
摘
さ
れ
、

（
釦
）

そ
れ
を
多
用
す
る
詩
人
と
し
て
蘇
執
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
右
の
詩
句
に
も
擬
人
法
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
柳
詩
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
、
蘇
軟
が
柳
詩
の
擬
人
法
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
柳
詩
評
価
の
一
因
に
な
っ
た
蓋
然
性

が
高
い
と
い
え
よ
う
。

第
三
章
樹
木
の
擬
人
化
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８１柳宗元詩の擬人法

つ
ム
ワ
全
巻

①
（
鰈
蕊
鱗
と
“
難
戦
。

②（峨雛雌Ⅶ灘繍詫糊“
③
（
鮒
瀧
州
鯲
繩
洲
瀦
鰄
糀

、差池下煙日差池として煙日下り（塑一
④（潮噌鳴山禽潮噌として山禽鳴く

て
う
た
つ

⑤（鰄鯛椴鮴鯏歸俳要繩廓洲Ⅷ〃く、
「
苦
竹
」
と
は
他
の
竹
よ
り
節
が
長
く
、
食
べ
る
と
苦
い
味
が
す
る
と
い
う
。
龍
興
寺
境
内
の
一
隅
に
か
か
る
高
い
橋
を
渡
り
、
ひ
っ
そ

り
と
し
た
奥
深
い
小
径
に
踏
み
入
る
と
、
両
側
に
は
苦
竹
の
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
勢
い
よ
く
伸
び
つ
つ
あ
る
苦
竹
の
皮
が
竹
の
節
を
分

け
、
薄
い
青
皮
が
空
洞
の
竹
を
包
ん
で
い
る
。
竹
間
を
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
を
見
、
天
籟
に
耳
を
傾
け
る
。
明
暗
を
揺
り
動
か
し
な
が
ら
ゆ

く
鋤
）

つ
く
り
と
藷
越
－
）
の
光
が
移
る
い
、
山
鳥
の
噛
り
が
聞
え
る
。
「
滑
滑
」
「
餘
陰
」
と
陶
淵
明
に
基
づ
く
語
を
散
り
ぱ
め
、
自
然
詩
人
と
い

う
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
閑
寂
た
る
叙
景
描
写
に
徹
し
た
作
で
あ
る
。
だ
が
や
は
り
第
一
一
聯
の
擬
人
化
表
現
が
、
叙
景
描
写
の
中
で
「
不
透

は
し
口
ば
し
愚

明
な
違
和
感
」
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
「
鋒
（
竹
の
皮
）
」
に
冠
さ
れ
た
「
透
」
９
℃
植
物
に
不
似
合
い
だ
が
、
苦
竹
の
節
を
縮
め
た
「
苦

節
」
と
い
う
語
の
悲
憤
感
が
際
立
っ
て
い
る
。
「
苦
境
の
中
で
節
義
を
貫
く
」
い
や
貫
き
た
い
と
い
う
思
い
は
、
流
調
直
後
の
柳
宗
元
の

心
境
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
下
句
の
「
虚
心
」
は
竹
の
節
の
中
が
空
洞
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
周
知
の
如
く
老
荘
に
基
づ
く

（
割
）

語
で
あ
り
、
単
な
る
竹
の
形
状
の
比
愉
（
擬
人
法
川
）
で
は
な
い
。
艇
調
ゆ
え
に
憂
悶
に
沈
む
重
苦
し
い
心
中
の
対
極
と
し
て
「
虚
心
」
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坦
懐
そ
の
ま
ま
の
「
軽
き
」
竹
の
姿
に
、
詩
人
は
心
打
た
れ
た
。
す
な
わ
ち
落
句
は
逆
の
意
味
で
、
竹
を
媒
体
と
し
て
柳
宗
元
の
心
中
を

表
わ
す
擬
人
法
②
な
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
聯
を
評
し
て
、
近
藤
元
粋
は
「
可
謂
此
君
知
己
笑
」
（
「
柳
柳
州
詩
集
」
巻
四
）
と
記
す
。

（
鰯
）

「
此
君
」
と
は
竹
の
異
名
で
あ
る
が
、
近
藤
評
は
そ
れ
を
柳
宗
元
自
身
に
重
ね
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
擬
人
化
が
、
柳
そ
の
人
に
擬
し

て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
透
逸
な
批
評
と
い
え
よ
う
。

次
の
詩
も
龍
興
寺
寓
居
の
作
、
「
茄
籍
下
始
栽
竹
（
茄
繕
下
始
め
て
竹
を
栽
う
）
」
（
巻
二
「
重
腿
疾
」
（
脚
の
腫
れ
る
病
）
に
か
か
っ

ば
と
り

た
詩
人
が
、
、
水
州
の
「
淳
署
」
を
凌
ご
う
と
「
西
巌
の
垂
」
の
竹
を
移
植
し
た
と
い
う
歌
で
あ
る
。
十
五
韻
の
長
編
な
の
で
、
後
半
移

た
詩
人
が
、
、
｜

竹
後
を
引
く
。

③（㈱脈鯏舳舳鵬Ⅶ寒舸凪鯛坤鎚塒莚とを期し
お
く

移
植
し
た
竹
の
根
を
堅
固
に
す
る
た
め
に
、
詩
人
は
冷
た
い
清
水
を
た
っ
ぷ
り
注
ぐ
。
次
い
で
第
九
～
十
一
聯
は
、
竹
の
冷
涼
感
に
よ
る

暑
さ
凌
ぎ
の
効
用
を
記
す
が
、
そ
の
後
、

⑫（錨川硫鮴Ⅶ鮒錐州諏Ⅶ州馴叩怡ぶを以てせんや
と
、
騒
が
し
い
俗
世
間
で
は
こ
の
「
怡
然
と
し
て
自
ら
楽
し
む
」
（
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
）
と
い
う
喜
び
は
い
か
に
大
事
か
と
強
調
す
る
。

そ
し
て
最
後
の
三
聯
で
以
下
の
如
く
詠
ず
。

よ
み

⑬（聰鯛鱒鵬鰄醐汕鵬停は齊質雌鵬赴棄っ

⑭（椰洲棚繩蝉魏鮴錬し齊抑鰄榊鋤を
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８３柳宗元詩の擬人法

⑮（競鰄鍬Ⅲ純捌畦識止噸糾州Ⅶ糺
竹
の
す
つ
く
と
直
立
す
る
気
高
さ
を
好
ま
し
く
思
い
、
そ
れ
が
今
移
竹
し
て
身
近
に
あ
り
、
心
を
世
俗
か
ら
「
遠
」
ざ
け
ら
れ
る
の
で
、

（
鐙
）

山
中
の
隠
遁
へ
の
憧
慢
は
「
棄
」
て
た
と
断
言
す
る
。
こ
の
第
十
一
一
・
十
三
聯
は
陶
淵
明
の
「
結
廠
在
人
境
、
而
無
車
馬
晴
一
・
問
君
何
能

爾
、
心
遠
地
自
偏
」
（
「
飲
酒
」
其
五
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
こ
で
も
「
調
棄
は
隠
倫
に
殊
な
る
」
（
既
述
）
と
い
う
冷
徹
な
現
状
認
識
が

浮
び
上
が
る
。
第
十
四
聯
は
勢
い
よ
く
茂
る
「
野
蔓
草
」
を
登
場
さ
せ
る
。
だ
が
そ
れ
は
寒
さ
を
凌
げ
ず
、
「
青
山
」
か
ら
の
移
植
は
不

可
能
と
述
べ
、
厳
寒
に
耐
え
ら
れ
る
竹
の
強
靭
さ
を
暗
に
物
語
っ
て
結
ん
で
い
る
。
同
時
に
「
野
蔓
草
」
は
「
詩
経
」
鄭
風
、
「
野
有
蔓

（
幻
）

草
、
零
露
溥
今
」
に
基
づ
く
壷
叩
。
蔓
草
が
茂
り
、
露
で
し
っ
ぽ
り
湿
う
野
辺
で
「
清
揚
」
（
眼
元
涼
し
気
な
）
な
る
美
し
い
人
に
「
避
遁
」

で
き
た
ら
と
い
う
願
望
を
歌
う
。
柳
宗
元
が
真
の
理
解
者
、
善
友
を
希
求
す
る
願
い
を
こ
こ
に
託
し
て
い
る
。
だ
が
男
女
の
避
遁
を
象
徴

す
る
「
零
露
」
が
、
次
の
如
く
当
該
詩
の
前
方
に
見
え
る
。

⑩（州鮒雛ⅧⅦ州鯲と飢唾Ⅷ輕硅喋辨る
発
音
を
同
じ
く
し
（
「
冷
」
「
零
」
）
、
溥
然
た
る
露
の
ざ
ま
を
詠
じ
、
そ
れ
が
竹
の
御
蔭
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
末
尾
と
呼
応
し
、
詩
人

の
竹
へ
の
思
い
入
れ
が
一
層
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
竹
を
「
爾
」
と
い
う
二
人
称
で
呼
び
、
擬
人
化
し
て
い
る
思
い
に
通
じ
て

い
く
。
竹
の
擬
人
化
は
、
前
記
の
如
く
早
に
晋
代
よ
り
「
此
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
唐
代
に
入
り
、
初
唐
の
宋
之
問
、
楊
舸
等
を
皮

〈
調
）

切
り
に
、
詩
中
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柳
詩
も
そ
の
流
れ
に
属
し
て
い
る
が
、
一
一
人
称
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
親
近
感
を

表
わ
し
て
い
よ
う
。
「
非
人
間
」
に
対
し
、
二
人
称
で
呼
び
か
け
る
擬
人
法
は
、
古
く
は
「
詩
經
」
に
始
ま
り
、
唐
詩
に
お
い
て
李
杜
を

（
鱒
）

初
め
と
し
て
格
段
に
増
逢
え
る
。
殊
に
中
晩
唐
で
は
、
「
非
人
間
」
と
の
対
話
も
見
ら
れ
、
緊
密
度
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
何
を

意
味
し
、
何
故
中
晩
唐
に
増
大
す
る
か
終
章
で
考
察
す
る
。

Hosei University Repository



8４ 
き
り
な
が
ら
増
大
す
る
と
は
い
え
、
竹
へ
の
呼
び
か
け
は
管
見
の
限
り
、
柳
宗
元
が
初
出
で
あ
る
。
彼
が
認
め
た
そ
の
美
質
は
「
爾
貞

根
」
「
爾
亭
亭
質
」
と
い
う
竹
の
精
神
性
で
あ
ろ
う
。
柳
宗
元
の
価
値
観
の
中
で
、
「
貞
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
次
の
作
「
南

中
榮
橘
柚
（
南
中
橘
柚
栄
ゆ
）
」
（
巻
二
、
五
古
、
四
韻
）
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

①（州ⅦⅦ舳燗洲州此順纈旅Ⅶ難く

②
（
鯆
鰈
洲
鰍
辮
椛
Ⅷ
か
し

③
（
蝋
繩
艫
鍬
州
鰈
蠅
れ

④（Ⅶ率鯏鯏繊辨唾Ⅶ趨鯏塚洲皿辨蟄州ぞ
こ
の
作
も
、
永
州
の
作
。
詩
題
は
、
斉
、
謝
眺
（
四
六
四
～
四
九
九
）
「
酬
王
晉
安
（
王
晋
安
に
酬
ゆ
）
」
（
五
古
、
六
韻
、
『
文
選
」
巻
一
一

六
）
中
の
第
三
句
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
。
謝
詩
は
晋
安
（
福
建
省
）
太
守
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
王
徳
元
へ
の
返
し
歌
。
「
誰
能
久

京
洛
、
綱
塵
染
素
衣
。
（
誰
か
能
く
京
洛
に
久
し
く
せ
ん
や
、
総
塵
は
素
衣
を
染
む
）
」
（
第
六
聯
）
白
い
着
物
も
塵
挨
に
黒
く
汚
れ
る
都

暮
し
を
厭
い
、
「
南
中
橘
柚
栄
ゆ
」
と
王
徳
元
の
居
る
南
国
へ
の
憧
爆
を
詠
じ
る
。
柳
詩
は
前
半
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
「
貞
質
」
を
抱
く

南
方
永
州
の
「
橘
柚
」
を
賞
揚
す
る
が
、
第
三
聯
か
ら
視
点
は
北
方
に
移
る
。
出
句
で
長
江
支
流
の
漢
水
を
境
と
し
て
気
候
風
土
が
異
な

る
こ
と
を
吟
じ
、
落
句
で
は
更
に
北
上
し
、
寒
風
に
乱
れ
飛
ぶ
雪
の
故
郷
へ
と
想
い
を
馳
せ
る
。
「
炎
方
」
（
第
二
句
）
と
「
飛
雪
」
の
色

彩
的
温
度
的
対
比
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
「
飛
雪
」
は
橘
柚
の
白
い
花
び
ら
が
舞
い
散
る
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

干
々
に
乱
れ
る
柳
の
心
象
風
景
で
も
あ
ろ
う
。
橘
柚
の
枝
に
よ
じ
登
っ
て
も
、
故
郷
を
眺
め
ん
と
す
る
詩
人
の
前
に
熊
耳
山
と
湘
山
が
立
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８５柳宗元詩の擬人法

天
地
の
神
々
の
命
を
受
け
、
人
間
界
の
南
国
に
生
育
し
た
橘
は
、
天
命
を
遵
守
し
て
、
他
の
土
地
に
移
ら
ず
「
志
」
を
貫
い
て
い
る
。
そ

の
美
質
の
最
た
る
も
の
は
「
壹
志
」
で
あ
る
。
後
段
の
冒
頭
は
橘
を
擬
人
化
し
、
そ
れ
に
話
し
か
け
る
形
式
で
展
開
し
て
い
く
。

あ
あ

嵯
爾
幼
士
心

嵯
、
爾
の
幼
志

有
以
異
今

以
て
異
な
る
有
り

凋
立
不
遷

独
立
し
て
遷
ら
ず

豈
不
可
喜
今
豈
喜
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や

ち
は
だ
か
る
。
褐
望
に
も
似
た
激
し
く
切
な
い
望
郷
の
思
い
を
表
白
す
る
。
謝
詩
の
南
国
憧
僚
を
表
わ
す
語
を
詩
題
と
す
る
こ
と
で
、
南

北
の
対
比
が
鮮
明
に
な
り
、
そ
の
憧
慣
を
前
半
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
な
が
ら
、
後
半
、
北
方
憧
慢
へ
と
反
転
き
せ
て
い
く
。
そ
の
意
外
性

が
、
彼
の
心
の
亀
裂
を
如
実
に
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
橘
柚
」
「
受
命
」
は
「
楚
瀞
」
「
九
章
」
橘
頌
を
出
典
と
す
る
詩
語
で
あ
る
。
「
橘
頌
」
は
橘
を
美
木
と
し
て
讃
美
し

た
歌
。
計
三
十
六
句
か
ら
成
る
こ
の
作
は
、
大
き
く
二
段
に
分
か
れ
、
前
半
十
六
句
は
橘
の
美
質
を
述
べ
る
。

（
釦
）

后
皇
嘉
樹
后
皇
の
嘉
樹

き
た

橘
採
服
今
橘
採
り
服
す

受
命
不
遷
命
を
受
け
て
『

生
南
國
今
南
国
に
生
ず

や
７
つ

深
固
難
徒
深
固
徒
、
ソ
》

更
壹
志
今
更
に
志
を
壹
一

（
後
略
）

（
後
略
）

命
を
受
け
て
遷
ら
ず

、
７
つ

深
固
徒
肱
川
／
難
く

更
に
志
を
壷
に
す
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8６ 
こ
こ
に
見
え
る
二
人
称
「
爾
」
は
、
先
の
柳
詩
「
胎
爾
寒
泉
滋
」
「
嘉
爾
亭
亭
質
」
（
「
節
繕
下
始
栽
竹
」
）
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。
橘
柚

と
竹
と
い
う
種
類
こ
そ
違
え
、
屈
柳
二
人
の
詩
人
は
同
様
に
植
物
の
美
質
を
敬
愛
し
、
二
人
称
に
よ
っ
て
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の

美
質
と
し
て
最
も
強
調
さ
れ
る
の
は
「
壹
志
」
、
柳
詩
の
語
で
い
え
ば
「
貞
質
」
で
あ
る
。
こ
の
「
貞
質
」
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る

（
訓
）

（
蝿
）

通
り
、
柳
宗
元
が
屈
原
の
「
壹
志
」
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
美
質
を
瞼
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
第
二
句
が
朝
〈
叩
に
よ
っ
て
「
此
炎
方
」

永
州
に
腫
鏑
さ
れ
た
柳
の
身
上
そ
の
も
の
と
解
し
得
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
橘
柚
」
の
「
貞
質
」
と
い
う
内
的

属
性
を
媒
介
と
し
て
柳
宗
元
自
身
を
表
現
す
る
擬
人
法
②
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
聯
に
も
受
け
継
が
れ
、
「
密
林
」
（
奥
地
永
州
）
の
中
で

年
を
経
て
も
色
や
香
り
を
失
わ
な
い
「
橘
柚
」
を
連
続
展
開
し
、
柳
自
身
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
大

き
な
矛
盾
が
露
呈
す
る
。
朝
命
を
遵
守
し
て
南
国
に
固
く
根
づ
く
「
貞
質
」
を
自
負
す
る
な
ら
ば
、
何
故
枝
に
よ
じ
登
っ
て
ま
で
北
の
故

郷
を
望
も
う
と
す
る
の
か
。
「
不
遷
」
の
志
が
称
揚
さ
れ
る
な
ら
、
何
故
「
炎
方
」
に
居
る
の
を
潔
し
と
し
な
い
の
か
。
そ
の
実
、
彼
の

望
郷
と
中
央
官
僚
へ
の
復
帰
願
望
の
切
実
さ
は
す
で
に
明
白
で
あ
る
。
後
半
、
白
い
花
び
ら
の
よ
う
に
雪
が
飛
び
交
う
故
郷
へ
の
幻
視
は
、

容
易
に
理
解
し
得
る
。
か
よ
う
に
後
半
部
を
彼
の
真
情
と
す
る
な
ら
、
前
半
の
典
故
の
解
釈
に
そ
の
解
決
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
冒
頭
「
橘
柚
」
は
、
第
一
義
的
に
は
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
し
、
第
二
聯
も
色
と
香
り
に
よ
っ
て
そ
れ
を
鮮
や
か
に
補
強
す

る
。
第
二
義
的
に
は
「
橘
頌
」
の
典
故
と
そ
の
擬
人
化
表
現
が
「
不
遷
」
の
志
操
を
有
す
る
屈
原
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
が
、
第
三
義
的

に
、
柳
宗
元
自
身
へ
と
帰
趨
し
て
い
く
。
こ
の
時
、
第
二
義
的
に
は
並
列
関
係
に
あ
っ
た
第
一
聯
の
出
句
と
落
句
が
、
因
果
関
係
に
変
質

す
る
の
で
あ
る
。
「
橘
柚
」
（
柳
宗
元
）
は
、
「
貞
質
」
を
持
っ
て
い
た
（
出
句
）
が
故
に
、
「
炎
方
」
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
落
句
）

と
。
右
の
矛
盾
は
、
第
二
義
的
解
釈
の
ま
ま
、
柳
宗
元
を
屈
原
に
重
ね
合
わ
せ
た
所
か
ら
派
生
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
詩
題
の
反
転
も
含
め
、
柳
宗
元
の
典
故
使
用
の
特
異
性
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
屈
原
へ
の

共
感
か
ら
、
屈
原
と
自
身
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
通
常
の
典
故
使
用
を
試
み
つ
つ
、
更
に
そ
れ
を
柳
自
身
の
個
人
的
境
遇
へ

と
帰
趨
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
複
雑
に
屈
折
し
た
重
層
的
典
故
使
用
の
中
核
に
は
、
柳
宗
元
の
強
烈
な
自
意
識
が
看
取
さ
れ
る
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の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
北
山
移
文
」
を
典
故
と
し
た
朝
陽
殿
遊
行
の
詩
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
「
貞
節
」
を
主
題
と
す
る

「
北
山
移
文
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
を
貫
け
な
い
己
を
潮
笑
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
擬
人
化
に
お
い
て
も
、
柳
が

擬
す
る
人
間
と
は
、
屈
折
し
ね
じ
れ
な
が
ら
も
柳
自
身
に
帰
趨
し
て
い
く
。
当
該
詩
も
「
橘
頌
」
の
内
容
を
典
故
と
し
て
包
摂
す
る
と
同

時
に
、
後
段
の
擬
人
法
を
踏
襲
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
柳
宗
元
の
自
負
と
境
遇
、
ひ
い
て
は
感
懐
を
表
白
す
る
こ
と
を
も
可
能
に
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
最
後
に
橘
柚
の
「
條
」
を
登
場
さ
せ
、
柳
自
身
と
の
関
係
を
明
示
す
る
の
も
、
擬
人
法
③
の
観
点
か
ら
み
て
興
味
深
い
。

柳
詩
と
「
楚
酔
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
言
及
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「
楚
辮
」
の
豊
か
な
植
物
の
メ
タ
フ
ァ
が
柳
詩
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
橘
柚
」
も
そ
の
一
で
あ
る
が
、
柳
は
「
橘
頌
」
の
内
容
は
無
論
の
こ
と
、

（
加
）

そ
の
擬
人
法
に
も
．
心
引
か
れ
た
に
違
い
な
い
。
魏
晋
南
北
朝
の
擬
人
表
現
を
圏
酌
摂
取
し
な
が
ら
も
柳
詩
擬
人
法
の
源
は
「
楚
僻
」
に
在

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

永
州
は
山
水
に
恵
ま
れ
、
先
述
の
如
く
、
満
湘
二
水
が
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
流
れ
て
い
る
。
永
州
時
代
の
水
の
擬
人
化
は
、
こ
の
二

水
（
及
び
そ
の
支
流
）
の
流
れ
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
「
構
法
華
寺
西
亭
」
（
巻
「
五
古
、
十
四
韻
）
は
、
永
州
の
中
で

最
も
高
い
山
中
に
あ
る
法
華
寺
の
西
側
断
崖
上
を
切
り
開
き
、

⑤（鋤繩鯏ⅦⅦ蝿詐鋤誹盗舳Ⅲ圷繩楜糺
と
、
亨
子
を
築
い
た
経
緯
を
詠
ん
だ
後
、
西
亭
か
ら
の
眺
望
を
次
の
如
く
描
出
す
る
。

第
四
章
水
の
擬
人
化
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8８ 

⑥（洲洲Ⅶ辨癖洲些乢衣辨舳陸洲》赫洲ぱ
あ
つ

⑦（瀧鋤棚糊繩舷Ⅷ洲鮒窪舳⑫
、
夕
照
臨
軒
瞳
夕
照
軒
に
臨
ん
で
瞳
ち

③
（
棲
鳥
當
我
週
棲
鳥
我
に
当
り
て
還
る

か
ん
た
ん

⑨（砿Ⅶ“糊錘鯛鮒糊錘鉢跳燕
い
ん
と
う

幻
已
』

繼
蒼
と
生
い
茂
っ
て
い
た
雑
木
を
伐
り
倒
す
と
目
の
前
が
籍
然
と
開
け
、
ま
る
で
天
空
を
飛
翔
し
、
奉
一
云
を
下
に
眺
め
ん
ば
か
り
の
高
さ
で

あ
る
（
第
六
聯
）
。
次
い
で
第
七
聯
が
山
水
を
擬
人
化
し
て
い
る
。
出
句
は
前
述
の
如
く
「
北
山
移
文
」
に
基
づ
き
、
数
多
く
連
な
る
山

峰
を
雄
大
に
歌
う
。
落
句
は
、
燈
明
な
川
が
屈
曲
し
て
流
れ
る
さ
ま
を
、
清
ら
か
な
入
り
江
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
曲
り
流
れ
て

い
る
と
表
現
す
る
。
い
ず
れ
も
メ
タ
フ
ァ
や
詩
人
と
の
関
連
性
が
無
く
、
山
水
そ
れ
自
体
で
収
束
す
る
擬
人
法
叫
で
あ
る
が
、
「
遠
岫
」

（
制
）

「
澄
江
」
は
共
に
謝
眺
（
四
六
四
～
四
九
九
）
詩
に
見
え
る
語
。
小
謝
の
連
想
か
ら
「
抱
」
は
大
謝
、
謝
霊
運
（
三
八
五
～
四
三
一
二
）
の

名
句
「
白
霊
抱
幽
石
、
緑
條
媚
清
漣
」
（
「
過
始
寧
壁
（
始
寧
の
壁
に
過
る
）
」
第
八
聯
）
に
思
い
至
る
。
だ
が
、
謝
詩
の
対
句
は
白
と
緑

の
さ
わ
や
か
な
色
彩
対
が
印
象
的
で
あ
り
、
柳
詩
に
は
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
描
出
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
も
異
な
っ
て
お
り
、
両
詩
の

関
連
は
俄
か
に
は
認
め
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
柳
・
謝
各
聯
は
と
も
に
山
（
出
句
）
と
水
（
落
句
）
に
因
む
擬
人
化
表
現
を
用
い
た
対
句

で
あ
る
。
ま
た
句
の
構
造
が
同
一
で
あ
る
。
即
ち
、
形
容
詞
を
冠
し
た
名
詞
が
上
下
に
配
さ
れ
、
第
三
宇
目
に
動
詞
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
猟
）

〈
名
詞
十
動
詞
十
名
詞
〉
と
い
う
句
造
り
は
謝
詩
の
対
句
の
最
も
得
意
と
す
る
構
造
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
緑
篠
媚
清
漣
」
と
い
う
竹
の
擬

（
郷
）

人
化
は
柳
詩
第
十
八
句
「
筒
篭
遺
清
斑
」
と
い
、
７
大
竹
の
描
写
に
関
連
し
て
い
よ
う
。
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８９柳宗元詩の擬人法
以
上
の
よ
う
な
謝
霊
運
詩
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
で
、
当
該
詩
を
再
読
す
れ
ば
、
謝
詩
を
踏
ま
え
た
詩
語
や
表
現
が
、
少
な
か
ら
ず

見
出
さ
れ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
に
も
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
遊
賞
の
た
め
に
未
開
の
地
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と
、
高

（
抑
）

所
か
ら
の
眺
望
と
い
う
叙
景
の
後
に
感
懐
（
や
哲
理
）
を
述
べ
る
と
い
う
形
式
は
、
謝
詩
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
壷
叩
と
し
て
も
七
例

の
多
き
を
挙
げ
ら
れ
称
が
、
殊
に
、
「
葺
宇
」
（
柳
詩
第
十
句
）
は
、
「
白
雲
抱
幽
石
、
…
」
（
第
八
聯
）
に
続
け
て
、

⑨（鯆鮒蕊醐航鮴窪繩繩在醐鯏匪馴瀝
と
高
所
で
の
別
壁
建
築
を
詠
む
句
中
に
見
え
る
。
曲
流
す
る
川
を
見
下
ろ
す
高
所
上
の
建
築
と
い
う
同
様
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、
同

じ
詩
語
を
用
い
て
い
る
と
あ
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
で
あ
る
「
澄
江
抱
清
湾
」
の
擬
人
化
表
現
は
謝
詩
に
基
づ
く
と
し
て
も
許
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
終
段
落
（
第
十
二
聯
以
降
）
は
、

⑫
（
鯛
鰍
朏
鯆
糊
武
川
鱸
Ⅷ
し

と
始
め
る
が
、
「
賞
心
」
は
周
知
の
如
く
、
謝
霊
運
が
創
出
し
、
そ
の
山
水
詩
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
詩
語
で
あ
る
。
賛
一
一
一
一
口
は
要
す

｛
鞠
）

ま
い
。
「
離
念
」
も
管
見
の
限
り
、
謝
詩
「
送
雷
次
宗
（
雷
次
声
示
を
送
る
）
」
を
初
出
と
す
る
。
か
よ
う
に
当
該
詩
は
謝
霊
運
詩
の
詩
語
を

最
初
か
ら
最
後
ま
で
各
段
落
に
配
し
、
そ
の
表
現
や
発
想
、
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
謝
詩
の
代
表
的
擬
人
表
現
を
も
取
り

謝
霊
運
は
門
地
、
才
能
、
教
養
、
い
ず
れ
も
当
時
最
高
の
水
準
を
手
中
に
し
て
い
な
が
ら
時
代
と
の
齪
鶴
に
よ
っ
て
左
遷
辞
職
の
憂
き

目
に
遭
い
、
最
後
は
極
刑
に
消
え
た
。
そ
の
悲
劇
性
は
、
屈
原
同
様
、
懐
才
不
遇
と
い
う
共
感
を
柳
宗
元
に
抱
か
し
め
た
こ
と
は
想
像
に

（
抑
）

難
く
な
い
。
金
、
｜
兀
好
間
「
論
誌
絶
句
」
や
各
種
の
詩
話
、
そ
し
て
最
近
の
研
究
ま
で
謝
詩
と
の
比
較
考
察
は
枚
挙
に
暇
な
い
。
拙
論
で

は
、
擬
人
法
に
も
そ
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
も
っ
と
も
謝
詩
が
山
に
用
い
た
「
抱
」
を
、
水
に
用
い
る
と

入
れ
た
の
で
あ
る
。
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9０ 
い
う
、
柳
宗
元
ら
し
い
ひ
ね
り
具
合
を
見
せ
て
は
い
る
が
。
後
に
こ
れ
が
継
承
さ
れ
、
「
清
江
抱
孤
付
」
（
南
宋
、
陸
瀞
「
草
堂
拝
少
陵
遺

像
（
草
堂
に
て
少
陵
の
遺
像
を
拝
す
）
」
（
『
）
な
ど
、
水
の
擬
人
化
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

次
の
詩
も
、
一
一
水
の
合
流
地
点
を
高
所
か
ら
望
ん
だ
作
で
あ
る
。
「
登
蒲
州
石
磯
望
横
江
口
潭
島
深
廻
斜
對
香
零
山
（
蒲
州
の
石
磯
に

登
り
、
横
江
口
を
望
み
、
潭
島
深
週
に
し
て
斜
め
に
香
零
山
に
対
す
）
」
（
巻
一
、
五
古
、
二
十
二
韻
）
前
半
叙
景
部
を
引
く
。

①（辨洲舳川繩繩柵凌Ⅶ蜥呼蠅畷臨む

②（鮒Ⅶ州怖洲醐叫登川西朏鮴鍼朏凹む

③（鼬拙馴鯏繩齪拙で癖Ⅷ糊鯏洲腓佃し
か
が
や
か
ぎ

④（州繩川畑鰍州辨燗蝿銭Ⅶ犀机
ぬ
ぐ

⑤（繩舳蠅湘艸裡曄Ⅶ舳蓉鯏詐墹汕
そ
ば
だ

⑥
（
鯏
議
鯏
譲
腓
議

⑦（馴啼鯏綱繍捌蠅舸榊繩州椎鐵織糺
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９１柳宗元詩の擬人法

③（舳繩棚鰄麺鯏繩繊郭畦舳噸村
序
章
で
柳
詩
の
技
巧
的
側
面
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
詩
も
爾
湘
二
水
の
景
観
を
修
辞
を
尽
し
て
描
出
し
て
い
る
。
第
一
聯
の
暗
畿
な
陰
か

ら
次
第
に
明
度
を
増
し
、
新
鮮
な
光
に
輝
く
陽
へ
と
移
ろ
い
行
く
、
光
の
視
覚
的
効
果
。
そ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
音
量
を
下
げ

て
い
く
聴
覚
的
効
果
。
第
三
・
四
聯
は
と
も
に
光
輝
を
詠
み
な
が
ら
、
静
か
に
果
て
な
く
広
が
る
水
面
（
第
三
聯
）
と
動
感
溢
れ
る
鳥
魚

と
い
う
点
景
（
第
四
聯
）
、
こ
の
静
と
動
、
面
と
点
の
見
事
な
対
比
。
そ
れ
ら
が
開
門
対
（
第
一
一
・
四
句
）
や
対
句
を
駆
使
し
て
表
現
さ（⑫）
 

れ
て
い
る
。
正
に
清
、
汪
森
（
’
六
五
一
一
一
～
一
七
一
一
六
）
が
「
妙
在
言
簡
而
曲
折
無
窮
。
（
妙
は
一
一
一
一
口
簡
に
し
て
曲
折
窮
り
無
き
に
在
り
）
」

と
評
す
る
よ
う
に
、
詩
語
は
平
易
で
あ
り
な
が
ら
、
高
度
の
技
巧
に
よ
っ
て
か
く
も
多
様
な
描
写
と
展
開
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

第
五
聯
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
叙
景
描
写
と
趣
き
を
異
に
し
、
神
怪
性
が
加
え
ら
れ
、
擬
人
化
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
繍
湘
二
水
が

（
鴨
）

集
ま
り
奔
流
と
な
っ
て
西
に
流
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
宇
宙
乾
坤
の
坤
（
大
地
）
に
属
す
る
珍
怪
を
潜
ま
せ
て
い
る
と
。
こ
の
「
坤
珍
」

を
含
む
第
十
句
は
、
第
十
二
句
と
隔
句
対
に
な
っ
て
お
り
、
対
語
は
「
霊
神
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
山
神
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
に
は
「
坤

珍
」
は
水
底
深
く
潜
む
水
怪
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
第
二
章
で
引
い
た
朝
陽
厳
遊
行
の
詩
句
「
高
巌
臓
清
江
、
幽
窟

潜
神
蚊
」
（
第
三
聯
）
で
あ
る
。
同
時
期
の
作
で
、
高
所
か
ら
見
下
ろ
し
た
川
の
神
秘
性
を
詠
う
同
様
の
表
現
で
あ
り
、
「
坤
珍
」
は
恐
ら

く
こ
の
「
神
蚊
」
な
ど
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
柳
宗
元
は
江
の
叙
景
描
写
に
な
ぜ
此
の
如
き
神
怪
を
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う

蕊
湖
口
（
彰
孕

（
詠
じ
て
い
る
。

力闘
○ 

る
。詩
史
を
繕
け
ば
、
即
座
に
そ
れ
は
柳
宗
元
の
独
自
性
で
な
い
こ
と
が
解
さ
れ
る
。
先
の
繁
り
か
ら
謝
霊
運
詩
を
捜
求
す
れ
ば
、
「
入
彰

湖
口
（
彰
蕊
湖
口
に
入
る
）
」
（
「
文
選
」
巻
一
一
六
、
五
古
、
十
韻
）
詩
中
、
湖
畔
の
崖
を
登
蕊
散
索
し
た
詩
人
が
湖
中
に
潜
む
神
怪
を
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9２ 

或
撞
激
於
潮
波
或
い
は
潮
波
に
淀
激
た
り

或
混
倫
乎
泥
沙
或
い
は
泥
沙
に
混
倫
た
り

（
例
）

と
。
「
動
容
」
の
出
自
は
「
楚
鮮
」
で
あ
り
、
当
該
詩
に
お
い
て
も
後
述
の
如
く
「
楚
瀞
」
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
が
、
「
楚
辞
」
中
、
一
二

怪
物
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

⑧
（
湖
潅
蠅
艫
鮒
榊
辨
鞠

こ
の
詩
句
が
基
づ
く
の
は
、
西
晋
末
、
郭
蕊
（
二
七
六
～
一
一
一
二
四
）
の
「
江
賦
」
（
「
文
選
」
巻
十
一
一
）
で
あ
る
。
郭
漢
は
周
知
の
如
く
、

『
山
海
經
」
「
爾
雅
」
に
注
し
、
「
博
学
高
才
」
（
「
晋
書
」
巻
七
二
）
を
謡
わ
れ
て
い
る
が
、
「
江
賦
」
は
そ
の
該
博
ぶ
り
を
如
何
な
く
発
揮

し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
水
物
怪
錯
」
が
「
潜
鵠
魚
牛
、
虎
皎
鉤
蛇
」
か
ら
始
ま
り
凄
ま
じ
い
ま
で
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

作
に
柳
宗
元
が
江
中
の
神
怪
の
発
想
と
先
例
を
認
め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
以
下
に
「
江
賦
」
と
の
関
わ
り
に
論
及
す
る
。

同
一
の
詩
語
と
し
て
は
「
江
津
」
（
第
二
句
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
語
は
「
江
賦
」
で
も
最
初
の
段
落
中
、
長
江
の
水
源
か
ら
の
経
路

を
説
く
件
り
に
見
え
る
。
柳
詩
も
こ
の
語
を
冒
頭
に
用
い
、
「
江
賦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
、
さ
り
気
な
く
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ

を
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
み
れ
ば
、
第
十
句
の
神
怪
表
現
も
そ
う
突
飛
で
は
な
い
。
ま
た
第
七
聯
の
淵
の
様
態
描
写
に
伴
い
、
水
中
の

島
々
が
な
ぜ
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
に
次
い
で
第
八
聯
で
突
如
人
間
が
出
現
す
る
不
可
解
さ
も
明
ら
か
に
な
る
。

ま
ず
淵
の
様
態
描
写
に
つ
い
て
、
「
江
賦
」
で
は

、
凡
人

お
・
↑
こ
う

若
乃
曾
揮
之
府
、
籔
湖
之
淵
、
澄
塘
汪
洸
、
漉
滉
困
法
、
泓
泣
洞
瀕
、
沼
鄭
戯
溌
、
・
・
・

以
下
”
さ
ん
ず
い
〃
の
洪
水
と
覚
し
き
文
字
が
溢
れ
返
っ
て
い
る
。
双
声
、
畳
韻
、
畳
語
を
駆
使
し
、
揮
水
の
多
様
な
た
ゆ
た
い
と
ゆ
ら

め
き
、
瞬
時
も
休
む
こ
と
の
な
い
変
容
を
表
現
し
て
い
る
。
柳
宗
元
は
そ
れ
を
総
称
し
て
「
洞
潔
或
動
容
」
と
詠
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
を
証
し
得
る
の
が
「
或
」
の
語
で
あ
る
。
「
江
賦
」
中
、
繰
り
返
し
多
用
さ
れ
る
形
式
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
水
中
の
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９３柳宗元詩の擬人法

次
い
で
第
八
聯
は
、
叙
景
描
写
に
突
如
、
人
間
が
登
場
し
て
い
る
。
詩
の
櫛
成
と
し
て
は
、
第
九
聯
か
ら

ま
こ
と

⑨（鯆僻脚鍬雌繩乢纈糊納鯏職Ｍずる所に非ず
と
杼
情
に
転
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
八
聯
も
叙
景
部
分
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
第
七
聯
ま
で
の
叙
景
描
写
と
の
違
和
感

は
拭
え
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
「
江
賦
」
の
枠
組
み
を
措
定
す
れ
ば
、
そ
の
違
和
感
は
氷
解
す
る
。
「
江
賦
」
は
「
水
物
怪
錯
」
の
列
挙

後
、
鉱
石
、
島
、
動
植
物
な
ど
を
詠
ん
で
か
ら
、
「
舟
子
」
を
初
め
と
す
る
人
間
を
登
場
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
陶
埴
」

詩
句
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
江
賦
」
の
淵
の
描
写
の
新
味
に
つ
い
て
、
佐
竹
保
子
「
郭
嘆
く
江
賦
〉
の
叙
法
ｌ
疾
走
す
る
逸
民
ｌ
」
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
う

く
柏
）

ご
め
き
を
賦
与
し
た
点
」
と
指
摘
す
る
。
且
（
体
的
に
は
、
「
江
賦
」
の
潭
水
は
ぐ
る
ぐ
る
と
旋
回
し
「
異
様
な
文
字
の
集
積
が
、
エ
、
ネ
ル

ギ
ー
の
渦
巻
き
」
を
伝
え
て
い
る
と
論
ず
る
。
柳
詩
の
「
洞
潔
」
と
は
正
に
そ
の
渦
巻
く
淵
を
意
味
し
て
お
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
そ
の
エ
ネ｛
艀
）

ル
ギ
ー
は
「
島
蝋
」
を
も
揺
り
動
か
さ
ん
ば
か
り
の
激
し
弐
一
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
洞
潭
」
は
韻
文
上
、
柳
詩
が
初
出
例
で
あ
る
。

（
桶
）

（
卿
）

後
に
、
北
宋
、
蘇
軟
が
当
該
詩
を
「
遠
在
奉
鑓
運
上
」
と
激
賞
し
、
そ
れ
を
証
す
か
の
如
く
、
「
江
郊
」
井
引
中
、
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。

①
（
評
州
鯆
釧
川
鯆
怖

②
（
辨
織
帆
騨
糾
既

こ
の
語
が
単
に
湾
曲
し
た
淵
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
江
賦
」
を
踏
ま
え
た
「
渦
巻
き
状
の
淵
」
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

｛
応
）

例
を
数
え
る
「
或
」
は
い
ず
れ
ｊ
も
叙
景
描
写
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
｝
」
の
「
或
」
を
用
い
た
表
現
は
、
「
江
賦
」
を
意
識
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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九
疑
績
号
竝
迎
九
疑
縞
と
し
て
並
び
迎
へ

露
之
來
今
如
雲
霊
の
来
た
る
こ
と
雲
の
如
し

か
よ
う
に
「
蚊
」
が
見
え
、
山
神
「
九
髭
」
も
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
「
遠
遊
」
で
は

使
湘
露
鼓
蓋
今

湘
霊
を
し
て
毒
を
鼓
せ
し
め

令
海
若
舞
礪
夷

海
若
を
し
て
鴨
夷
を
舞
は
し
む

ら

玄
蟠
曇
象
竝
出
進
今
玄
蝋
鍛
象
並
び
に
出
で
進
み

り
ゅ
う
き
ゅ
う

形
蝉
乢
而
遥
蛇

形
螺
乢
と
し
て
透
蛇
た
り

「
遠
遊
」
は
「
時
俗
の
追
随
」
を
悲
し
ん
だ
主
人
公
の
魂
の
遍
歴
を
詠
じ
て
い
る
。
右
の
部
分
は
南
方
か
ら
飛
翔
し
た
魂
が
、
東
・
西
・

北
へ
と
遊
歴
後
、
南
の
「
奮
郷
」
を
見
下
ろ
し
、
懐
し
く
な
っ
て
九
疑
山
の
上
方
に
浮
遊
し
た
時
の
描
写
で
あ
る
。
柳
宗
元
流
調
の
地
は

此
の
如
く
、
屈
原
伝
説
に
基
づ
く
神
霊
と
神
話
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
屈
原
と
境
遇
を
同
じ
く
す
る
柳
宗
元
の
悲
劇
的
魂
が
、
そ

〈
卸
）

（
副
）

（
瓦
職
人
）
は
い
な
い
が
、
「
蔵
人
」
「
漁
子
」
が
見
え
る
。
柳
詩
の
「
蒲
魚
」
と
は
、
こ
の
両
者
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

以
上
の
如
く
、
当
該
詩
に
お
け
る
水
と
神
怪
と
の
関
わ
り
は
、
郭
瑛
「
江
賦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
こ
の
神

秘
性
に
仏
教
の
浄
土
憧
慢
を
見
よ
う
と
す
る
説
が
あ
鞄
が
、
首
肯
し
得
な
い
。
「
江
賦
」
で
注
目
す
べ
き
は
、
佐
竹
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、

「
奇
怪
な
生
物
の
列
挙
」
、
魚
鳥
水
草
の
叙
述
中
に
見
え
る
「
清
新
な
情
景
描
写
」
そ
し
て
「
当
時
の
道
教
の
教
義
に
借
り
た
新
し
い
仙
境

〈
団
）

の
描
出
」
で
あ
る
。
柳
宗
元
が
そ
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
少
く
と
釘
ｂ
仏
教
的
神
秘
性
と
は
看
倣
せ
な
い
。

も
っ
と
も
当
該
誌
が
祷
湘
二
江
を
詠
じ
た
作
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
神
秘
性
の
源
は
、
や
は
り
「
楚
瀞
」
に
帰
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
水
中
の
神
怪
と
し
て
「
湘
君
」
で
は
「
飛
龍
」
、
「
湘
夫
人
」
で
は

絞
何
為
今
水
筒
鮫
何
為
れ
ぞ
水
筒
に
あ
る

鮫
何
為
今
水
筒

…
…
（
中
略
）
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９５柳宗元詩の擬人法

さ
ゆ
、
う
こ

九
雇
鳴
巳
晩
九
属
鳴
く
｝
）
と
已
に
晩
し

楚
郷
農
事
春
楚
郷
農
事
春
な
り

悠
悠
故
池
水
悠
悠
た
り
故
池
の
水

空
待
灌
園
人
空
し
く
園
に
潅
ぐ
の
人
を
待
た
ん

「
九
層
」
は
農
薬
の
季
節
を
告
げ
る
鳥
。
そ
の
鳥
が
し
き
り
に
鳴
く
が
、
こ
の
南
国
「
楚
郷
」
は
も
う
と
っ
く
に
春
に
な
っ
て
い
る
。
「
今

頃
鳴
い
て
も
も
う
遅
い
。
」
だ
が
そ
の
噛
り
は
、
詩
人
を
た
ち
ま
ち
北
の
故
郷
へ
と
誘
う
。
そ
こ
で
は
池
の
水
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

帰
っ
て
来
な
い
主
を
、
空
し
く
待
ち
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
「
故
池
水
」
が
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。
擬
人
化
さ
れ
た
「
池
水
」
が
「
灌
園
人
」
柳
宗
元
そ
の
人
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る

と
い
う
。
池
水
と
詩
人
が
直
接
の
関
わ
り
を
持
ち
、
同
等
に
相
対
し
て
い
る
擬
人
法
③
で
あ
る
。
ま
た
「
空
」
と
い
う
虚
辞
に
よ
っ
て
帰

郷
を
期
待
す
る
「
池
水
」
の
心
情
の
強
さ
が
強
調
さ
れ
、
｜
層
、
擬
人
化
の
程
度
が
深
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
帰
郷
を
渇
望
し
な
が
ら
叶

わ
ず
、
「
空
し
く
待
っ
て
い
る
」
の
は
、
詩
人
自
身
に
他
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
「
池
水
」
と
詩
人
は
同
一
の
心
情
で
結
ば
れ
、
両

者
は
限
り
な
く
近
づ
く
と
い
え
よ
う
。
当
該
詩
に
お
い
て
も
、
擬
人
化
対
象
と
詩
人
と
の
距
離
が
極
め
て
近
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
動
容
」
（
第
十
一

偶
然
で
は
な
い
。

人
化
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
当
該
詩
は
「
江
賦
」
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
、
発
想
の
母
胎
に
「
楚
瀞
」
を
蔵
し
て
形
成
き
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

擬
人
化
も
、
水
中
の
神
怪
を
措
定
す
る
こ
と
で
編
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
作
「
春
懐
故
園
（
春
に
故
園
を
懐
ふ
）
」
（
巻
二
、
五
絶
）
は
、
前
作
と
異
な
り
、
典
故
に
基
づ
か
な
い
、
柳
宗
元
独
自
の
水
の
擬

の
土
地
柄
と
道
家
的
神
秘
性
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
当
該
作
に
於
て
も
、
「
洲
渚
」
（
第
五
句
）
、
「
無
恨
」
（
第
六
句
）
、

「
動
容
」
（
第
十
三
句
）
、
「
信
美
」
（
第
十
七
句
）
、
「
返
故
室
」
（
第
二
一
句
）
と
「
楚
辮
」
中
の
詩
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
決
し
て
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9６ 
次
の
詩
に
特
異
な
擬
人
化
表
現
は
な
い
が
、
対
象
と
詩
人
の
関
わ
り
を
明
確
に
物
語
る
興
味
深
い
作
で
あ
る
。

「
雨
後
曉
行
凋
至
愚
溪
北
池
（
雨
後
暁
に
行
き
独
り
愚
溪
の
北
池
に
至
る
）
」
（
巻
二
、
五
古
、
三
韻
）

①（驍窄附榊繩啼艫洲繩俳Ⅶ江かなり

②（舳鯏繩州鯏啼關驚瀧州に辨浄の雨

③
（
簾
峨
饗
肝
臓
に
繩
馴
艘
州
く

雨
上
が
り
の
夜
明
け
、
愚
溪
の
北
側
の
池
水
は
澄
み
、
池
辺
の
丈
高
い
樹
木
が
水
面
に
姿
を
映
し
て
い
る
。
風
が
そ
ょ
吹
く
と
、
夜
来

〈
制
）

の
雨
の
し
ず
く
が
驚
い
た
よ
う
に
飛
び
散
る
。
「
風
驚
」
と
い
う
擬
人
化
は
「
驚
風
」
と
い
う
熟
亟
叩
が
あ
る
よ
う
に
、
珍
し
く
は
な
い
。

和
歌
に
も
「
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る
」
と
あ
る
。
此
の
如
く
驚
か
さ
れ
る
多
く
は
人
間
で
あ

（
鰯
）

る
が
、
こ
こ
で
は
「
夜
来
の
雨
」
で
あ
る
こ
と
が
ユ
ニ
ー
ク
で
は
あ
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
独
特
な
の
は
、
最
後
の
句
「
偶
然
、
こ
の
愚

溪
の
地
で
客
人
と
な
っ
た
」
。
「
賓
客
」
の
反
対
語
は
「
主
人
」
で
あ
る
。
柳
が
「
賓
客
」
な
ら
「
主
人
」
は
誰
か
。
そ
れ
は
こ
の
「
清
ら

か
な
池
」
そ
し
て
愚
溪
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
は
特
に
擬
人
化
を
表
わ
す
語
は
な
い
。
だ
が
意
味
内
容
か
ら
「
清
池
」
「
愚
溪
」
の
自
然

が
、
柳
を
も
て
な
す
主
人
と
看
倣
し
得
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
愚
溪
北
池
」
の
擬
人
化
に
他
な
ら
な
い
。
「
池
水
」
を
擬
人
化

し
た
（
「
春
懐
故
園
」
）
柳
宗
元
な
ら
、
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
柳
宗
元
は
自
然
を
人
間
と
変
ら
ず
扱
い
、
人
間
に
対
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
、
語
り
合
い
、
交
遊
す
る
。
彼
が
自
然
詩
人

と
称
さ
れ
る
所
以
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
顕
著
に
物
語
る
の
が
、
柳
宗
元
の
擬
人
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
因
み
に
彼
は
「
愚
漢
詩

序
」
（
巻
二
四
）
に
於
て
も
次
の
よ
う
に
記
す
。
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９７柳宗元詩の擬人法

こ
れ
ま
で
の
論
考
の
結
果
、
柳
宗
元
の
擬
人
化
表
現
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
そ
れ
は
次
の
三
種
に
分
類

で
き
た
。
仰
表
現
内
容
が
擬
人
化
さ
れ
る
対
象
（
非
人
間
）
に
関
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
そ
の
特
質
や
様
態
を
よ
り
明
確
に
す
る
表

現
。
②
非
人
間
が
媒
体
と
な
っ
て
隠
さ
れ
た
真
の
目
的
を
暗
示
す
る
表
現
（
ア
レ
ゴ
リ
ー
も
含
む
）
。
③
メ
タ
フ
ァ
を
含
ま
ず
、
人
間

（
そ
の
大
半
は
柳
自
身
）
と
の
深
い
関
わ
り
を
明
示
す
る
表
現
。
こ
の
う
ち
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
非
人
間
を
自
ら
と
対
等
に
扱
い
、

同
類
視
す
る
側
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
②
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
柳
詩
の
特
質
と
し
て
典
故
を
多
用
し
、
時
に
は
逆
接
的
に

用
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
世
界
を
構
築
し
て
い
る
が
、
擬
人
法
に
お
い
て
も
そ
れ
を
看
取
し
得
た
。
そ
の
典
故
と

し
て
は
魏
晋
六
朝
時
代
の
作
品
も
認
め
ら
れ
る
が
、
源
は
『
楚
辮
」
に
辿
り
着
く
。
そ
れ
は
柳
宗
元
の
屈
原
へ
の
共
感
と
自
負
の
裏
返
し

で
あ
る
。
ま
た
永
州
と
い
う
満
湘
を
中
心
と
す
る
神
話
的
地
理
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
一
方
、
典
故
の
認
め
ら
れ
な
い
作
も
あ
り
、
そ
の

多
く
は
痛
切
な
望
郷
の
念
を
パ
ト
ス
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
詩
人
の
豊
か
な
想
像
力
に
よ
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
詩
想
を
紡
ぎ
出
し
、

こ
こ
に
は
「
愚
溪
」
を
主
体
と
し
た
擬
人
化
表
現
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
「
適
に
余
に
類
す
」
即
ち
愚
溪
を
柳
宗
元
と
同
類
と
明
言
し
、

天
下
広
し
と
錐
も
、
自
分
こ
そ
最
も
愚
溪
に
ふ
さ
わ
し
い
と
強
調
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
彼
は
自
然
の
中
に
己
と
同
類
の
対
象
を
見
出
し
、

そ
れ
に
向
き
合
い
、
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
限
り
な
く
近
づ
き
、
自
己
表
現
を
試
み
た
。
柳
宗
元
詩
擬
人
表
現
を
帰
納
す
れ
ば
、
そ
の
中

核
に
は
詩
人
の
強
烈
な
個
我
の
存
在
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
弱
）

余
得
専
而
名
焉
。
（
以
下
略
）

夫
水
、
智
者
樂
也
。
今
是
溪
濁
見
辱
於
愚
、
何
哉
。
蓋
其
流
甚
下
、
不
可
以
慨
灌
、
…
（
中
略
）
…
無
以
利
世
、
而
適
類
於
余
。
然
則

錐
辱
而
愚
之
、
可
也
。
…
（
中
略
）
…
今
余
遭
有
道
、
而
違
於
理
、
惇
於
事
、
故
凡
為
愚
者
莫
我
走
也
。
夫
然
則
天
下
莫
能
箏
是
漢
。

終
章
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9８ 

楚
雲
引
歸
帆
、
准
水
浮
客
程

こ
の
特
徴
と
し
て
、
新
免
氏
は
客
体
が
人
間
、
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
存
在
で
あ
る
と
指
摘
し
、
雲
と
い
う
主
体
が
「
人
間
に
働
き
か
け
て

い
る
」
す
な
わ
ち
「
主
体
の
意
志
が
色
濃
く
示
さ
れ
て
い
る
」
と
論
じ
る
。
逆
に
い
え
ば
そ
れ
は
「
人
間
の
存
在
感
が
薄
い
。
あ
る
い
は

作
者
の
存
在
感
と
言
っ
た
方
が
適
切
な
場
合
も
あ
ろ
う
が
。
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

一
方
、
柳
詩
も
数
は
少
な
い
が
、
雲
の
擬
人
化
は
認
め
ら
れ
る
。

③（Ⅶ刑醐鮒鋳Ⅶ刑し伽鰍咋噸職約す

④（鯏窪肌洲峨鯏』た噸を朏舳矼峨く
（
「
零
陵
贈
李
卿
元
侍
御
簡
呉
武
陵
（
零
陵
に
て
李
卿
元
侍
御
に
贈
り
、
呉
武
陵
に
簡
す
）
」
巻
一
、
五
古
、
八
韻
）

そ
の
中
で
擬
人
化
さ
れ
た
対
象
と
詩
人
は
、
極
め
て
近
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
典
故
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
柳
宗
元
は
自
然
を
同
類

視
し
、
時
に
は
分
身
と
看
倣
す
。
こ
こ
に
柳
詩
擬
人
化
表
現
成
立
の
所
以
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
中
核
に
は
、
柳
宗
元

の
強
烈
な
個
我
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
特
質
を
、
盛
唐
の
岑
参
（
七
一
六
～
七
七
○
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
独
自
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
新
免
恵
子
「
岑
参
の
比
愉

表
現
ｌ
擬
人
法
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
は
、
岑
詩
擬
人
法
に
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
雲
」
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
な
例
（
い
ず

〈
訂
）

れ
も
一
聯
の
み
引
用
。
圏
点
は
新
免
氏
に
拠
る
。
拙
論
は
詩
題
省
略
）
を
挙
げ
る
。

逼
逼
征
路
火
山
東
、
山
上
孤
雲
随
馬
夫

れ
も
一
聯
の
み
引
用
。
圏
点
は

逼
逼
征
路
火
山
東
、
山
上
孤

雨
随
思
太
守
、
雲
從
送
夫
人

山
店
雲
迎
客
、
江
村
犬
吠
船

楚
雲
引
歸
帆
、
准
水
浮
客
程
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９９柳宗元詩の擬人法

①（峨駈鮓鯏舳鰍麩一献“燗窪舳華雁鮴し

②（訓Ⅶ附馴酬馴津附州函醐窪Ⅶやし

③（糀灘鮒Ⅶ鮒ⅦⅦ斌刷Ⅶ鯛汕

④（州鰄鯏轤鯲華川北棒嶬鈍を嘘鐇艸きを
郭
茂
情
の
解
題
に
拠
れ
ば
、
こ
の
作
は
「
楚
引
」
と
も
い
い
、
楚
の
龍
丘
高
の
望
郷
歌
と
す
る
。
第
一
聯
で
故
郷
楚
へ
の
道
が
果
て
し
な

く
遠
い
と
歌
っ
た
後
、
「
雲
吐
陽
憂
色
」
と
巫
山
に
因
む
「
陽
台
」
の
名
を
出
し
、
楚
へ
の
思
い
を
表
白
す
る
。
柳
詩
と
の
関
わ
り
が
一

（
銘
）

見
希
薄
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
確
信
で
き
る
の
は
、
最
後
の
句
「
無
羽
翼
」
に
拠
る
。
こ
れ
は
正
に
「
鍛
羽
」
で
は

な
い
か
。
こ
の
「
龍
丘
引
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
柳
詩
の
第
三
・
四
聯
は
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
羽

を
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
鳥
が
故
郷
に
帰
る
術
も
な
く
、
北
の
故
郷
か
ら
流
れ
て
来
た
雲
を
望
み
見
て
、
身
は
お
ろ
か
心
も
寒
く
、
空
し
い
悲

哀
を
か
み
し
め
る
ば
か
り
と
吟
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
柳
詩
、
引
い
て
は
そ
の
擬
人
法
の
特
質
を
再
確
認
で
き
る
が
、
も
う
賛
言

巻
五
八
）
で
あ
る
。

同
じ
く
永
州
に
左
遷
さ
れ
た
呉
武
陵
と
自
身
を
「
鍛
羽
（
羽
が
破
損
し
た
鳥
）
」
に
嘘
え
、
二
羽
が
低
く
高
く
悲
し
気
に
鳴
く
と
詠
じ
た

（
擬
人
法
巴
後
、
北
方
の
雲
が
風
を
吐
き
、
身
震
い
す
る
よ
う
な
寒
気
を
も
た
ら
す
と
吟
じ
て
い
る
。
「
朔
雲
吐
風
寒
」
は
一
見
、
晩
秋

の
季
節
感
を
表
わ
す
だ
け
の
句
と
読
め
る
。
事
実
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
句
に
関
す
る
先
行
の
注
や
解
説
は
見
当
ら
な
い
。
だ
が
基
づ
く

所
を
知
れ
ば
、
単
な
る
季
節
感
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
基
づ
く
の
は
、
梁
、
簡
文
帝
蒲
綱
の
「
龍
丘
引
」
言
楽
府
詩
集
」
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100 
は
要
し
ま
い
。
た
だ
比
較
論
か
ら
い
え
ば
、
岑
参
の
擬
人
法
が
前
述
の
如
く
詩
人
の
存
在
感
が
希
薄
で
あ
る
の
と
対
照
的
に
、
柳
詩
に
は

朔
雲
が
も
た
ら
す
風
を
「
寒
い
」
と
感
じ
る
詩
人
の
感
覚
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
「
羽
を
殿
が
れ
た
」
詩
人
と
い
う
強
烈
な
存
在

感
を
放
ち
な
が
ら
。
こ
こ
に
も
厳
然
た
る
詩
人
の
個
我
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
相
違
は
恐
ら
く
盛
唐
詩
と
中
唐
詩
の
そ
れ
で
も
あ
ろ
う
。
川
合
康
三
「
終
南
山
の
変
容
Ｉ
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
ｌ
」
は
、
韓

（
鞘
）

愈
（
七
六
八
～
八
一
一
四
）
の
「
南
山
詩
」
が
「
自
分
の
知
覚
に
基
づ
い
て
個
々
の
部
分
を
捉
え
」
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ

は
盛
唐
に
於
て
成
立
し
て
い
た
個
を
越
え
て
共
有
で
き
る
安
定
し
た
世
界
観
が
安
史
の
乱
前
後
に
崩
壊
し
、
中
唐
詩
人
は
個
人
の
認
識
や

知
覚
だ
け
を
頼
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
と
説
く
。
す
な
わ
ち
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
の
変
化
は
、
文
学
が
「
個
の
方
向
へ
ま
た
一

歩
歩
み
寄
る
一
つ
の
転
折
点
」
な
の
で
あ
る
。
擬
人
法
を
切
り
口
と
し
て
捉
え
た
柳
宗
元
の
特
質
も
、
そ
の
一
例
と
解
し
得
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
先
に
問
題
提
起
し
た
中
晩
唐
に
お
け
る
「
非
人
間
」
と
の
緊
密
化
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
「
非
人
間
」
へ
の
親
近
感
が
高

ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
人
間
及
び
人
間
社
会
へ
の
不
信
感
が
浮
び
上
が
る
。
そ
れ
は
詩
人
の
孤
独
感
、
疎
外
感
の
表

出
で
あ
ろ
う
。
安
史
の
乱
後
、
共
有
の
基
盤
を
喪
失
し
た
詩
人
た
ち
は
、
孤
独
の
中
で
自
己
凝
視
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
突
出
し
た

存
在
と
し
て
柳
宗
元
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
柳
詩
に
お
け
る
雲
の
擬
人
化
と
し
て
、
も
う
一
例
、
代
表
作
「
漁
翁
」
（
巻
二
、
七
古
、
三
韻
）
を
挙
げ
る
。

〈
帥
｝

①（“州繩棚鯏鮒州州燗清抓を癖Ⅶ腓州肋鱸捕れ

②（繩州泪拙岼州織繩聰聿削出Ｍ脈緑秘嘘見ず

③（繩燗鮖艫許Ⅲ翫潅Ⅷ鮴魍看罫鈩坤酎錘下れば
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１０１柳宗元詩の擬人法

先
ず
技
巧
上
の
解
説
を
簡
単
に
す
る
な
ら
ば
、
第
一
聯
の
「
夜
」
か
ら
夜
明
け
へ
、
さ
ら
に
日
の
出
へ
と
時
が
推
移
し
て
い
く
。
そ
れ
と

パ
ラ
レ
ル
な
関
係
で
暗
黒
か
ら
朝
繍
の
白
さ
、
さ
ら
に
緑
へ
と
色
彩
が
変
化
す
る
。
第
四
句
の
音
声
が
、
｜
拳
に
世
界
を
目
の
さ
め
る
よ

う
な
緑
へ
と
染
め
上
げ
る
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
劇
的
で
あ
る
。
柳
宗
元
は
聴
覚
に
も
優
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
愚
溪
で
の
暮
し
を
詠

（
肌
）

ん
だ
「
溪
居
」
（
巻
一
「
五
古
、
四
韻
）
の
末
句
「
長
歌
す
れ
ば
楚
天
碧
な
り
」
に
も
見
出
せ
よ
う
。
「
長
歌
」
と
い
う
い
わ
ば
「
人
籟
」

が
天
空
全
体
に
広
が
り
、
泌
み
込
ん
で
、
空
を
碧
に
染
め
上
げ
て
い
る
。
「
溪
居
」
が
こ
の
句
で
完
結
す
る
よ
う
に
、
「
漁
翁
」
も
「
山
水

緑
」
で
終
わ
る
べ
き
だ
と
い
う
第
三
聯
不
要
説
が
、
蘇
軟
以
来
、
厳
羽
、
胡
応
麟
な
ど
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
第
二
聯
ま
で
は
漁

翁
が
詩
人
の
目
を
通
し
て
客
観
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
三
聯
は
漁
翁
自
身
の
視
線
に
よ
る
景
観
が
描
か
れ
、
前
二
聯
と
の
一

貫
性
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
拙
論
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
詩
人
と
対
象
と
の
関
わ
り
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
第
三
聯
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
柳
宗
元
詩
と
い
え
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
漁
翁
は
詩
人
の
分
身
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
は
前
二
聯
と
第
三
聯
は
何
の
齪
酪
も
来

（
腿
）

し
て
い
な
い
。
不
可
剛
説
は
率
ね
こ
の
考
え
に
拠
っ
て
い
る
。
詩
人
は
漁
《
羽
に
な
り
、
川
の
中
ほ
ど
を
滑
る
よ
う
に
漕
ぎ
下
る
。
空
を
見

上
れ
ば
、
昨
夜
泊
っ
た
厳
上
に
浮
ぶ
雲
が
追
い
か
け
て
く
る
。
こ
の
末
句
は
従
来
、
日
本
語
訳
と
し
て
「
あ
の
巌
上
を
雲
が
無
心
に
追
い

｛
脚
）

か
け
あ
う
か
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
「
無
心
雲
」
が
陶
淵
明
の
「
雲
は
無
、
心
に
し
て
以
て
岫
を
出

（
御
）

で
」
（
「
歸
去
來
今
僻
」
）
に
基
づ
き
、
「
俗
世
を
超
脱
し
た
自
由
の
境
地
の
象
徴
」
と
し
て
捉
遙
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
を
汲
ん
で
、

何
物
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
自
由
に
流
れ
動
く
雲
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
訳
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
こ
で
擬
人
化
さ
れ
た
（
「
無
心
」

と
い
う
悟
得
の
「
心
」
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
）
雲
の
動
作
「
相
逐
」
の
「
相
」
が
表
わ
す
対
象
は
漁
翁
で
は
な
い
か
。
雲
同
士
が
互

い
に
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
漁
翁
を
追
い
か
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
「
中
流
」
は
川
岸
近
く
の
浅
瀬
で
は
な
く
、

豊
か
な
水
を
湛
え
、
障
害
物
も
無
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
を
ま
つ
直
ぐ
に
漕
ぎ
下
る
漁
翁
の
目
に
は
、
天
空
に
浮
ん
だ
一
片
の
白
雲
が
、
己
を

追
い
か
け
て
く
る
よ
う
に
映
じ
る
筈
で
あ
る
。
相
対
性
原
理
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
。
そ
の
雲
と
抜
き
っ
抜
か
れ
？
後
に
な
り
先
に

な
り
、
川
を
下
っ
て
行
く
。
天
空
高
く
浮
び
、
詩
人
と
切
り
離
さ
れ
た
憧
慢
と
し
て
の
雲
で
は
な
く
、
詩
人
と
直
接
の
関
わ
り
を
持
っ
た
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（
鴎
）

擬
人
化
壁
己
れ
た
雲
と
遊
び
戯
れ
る
、
柳
宗
元
が
表
現
し
た
か
っ
た
の
は
、
此
の
如
き
「
漁
翁
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雲
を
己
と
同
類
視

し
、
共
に
遊
び
戯
れ
る
漁
翁
（
引
い
て
は
柳
宗
元
）
を
描
出
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
自
然
を
同
類
と
看
倣
し
、
そ
の
関
わ
り
を

記
す
こ
と
で
自
己
表
現
を
し
た
柳
宗
元
の
詩
想
、
端
的
に
い
え
ば
、
そ
の
擬
人
化
表
現
の
特
質
を
改
め
て
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。（
㈱
〉

擬
人
法
を
成
立
壁
ご
せ
る
基
盤
は
「
世
界
の
な
か
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
、
人
間
を
基
準
に
し
て
裁
断
し
よ
う
と
す
る
」
世
界
認
識
で
あ
る
。

い
わ
ば
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
「
万
物
の
尺
度
は
人
間
」
と
い
う
一
句
に
集
約
さ
れ
る
が
如
き
認
識
。
そ
の
意
味
で
、
柳
宗
元
の
擬
人
表
現
を

帰
納
す
れ
ば
、
柳
宗
元
と
い
う
個
我
に
行
き
着
く
の
は
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
個
我
が
類
ま
れ
な
る
強
烈
な
も

の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
柳
詩
の
擬
人
表
現
が
生
ま
れ
、
ひ
い
て
は
柳
詩
独
自
の
世
界
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
賦
の
才
や
、
豊
か

な
想
像
力
、
そ
れ
ゆ
え
の
自
負
に
裏
打
ち
さ
れ
た
強
い
個
性
、
そ
れ
が
流
調
と
い
う
不
幸
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
、
磨
き
ぬ
か
れ
、
強
烈
な

個
我
と
な
っ
て
作
品
へ
と
結
晶
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
擬
人
化
表
現
は
、
柳
宗
元
文
学
の
本
質
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

冒
頭
で
記
し
た
如
く
、
柳
詩
は
三
期
に
分
け
て
論
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
拙
論
の
対
象
は
、
一
篇
（
「
與
浩
初
上
人
同
看
…
」
）

を
除
い
て
す
べ
て
永
州
時
代
の
作
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
柳
州
時
代
の
作
の
絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
が
主
因
で
あ
る
が
、

（
的
）

擬
人
化
表
現
そ
の
ｊ
ｂ
の
が
皆
無
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
柳
詩
の
擬
人
化
表
現
の
特
質
と
し
て
指
摘
し
た
、
詩
人
と
対
象

と
の
関
係
の
深
さ
が
認
め
ら
れ
な
い
。
詩
人
と
自
然
と
の
距
離
も
永
州
期
に
比
べ
、
総
じ
て
疏
遠
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
詩
人
と
同
類
視

や
分
身
と
解
さ
れ
る
擬
人
化
対
象
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
立
論
の
展
開
上
、
柳
州
期
へ
の
言
及
が
少
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
柳
宗
元
の
擬
人
法
は
、
強
烈
な
個
我
を
原
点
と
し
、
対
象
物
を
身
近
に
引
き
寄
せ
、
時
に
は
己
の
分
身
と
し
て
捉
え

る
こ
と
で
自
己
表
現
し
て
い
た
。
そ
れ
は
柳
宗
一
元
の
多
く
の
寓
言
作
と
の
関
連
を
容
易
に
想
起
さ
せ
よ
う
。
「
憩
蝋
文
」
（
零
陵
西
江
に
住

孔
ｆ
ち

む
蝋
に
訴
え
る
文
）
「
座
麺
之
轤
」
（
鱸
馬
を
食
べ
た
虎
の
話
）
な
ど
に
見
え
る
擬
人
化
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
、
上
記
の
詩
篇
と
の
関
係

も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
４
）
「
再
至
界
圃
巌
水
簾
遂
宿
巌
下
」
（
巻
三
）
第
八
句
。

（
５
）
池
上
嘉
彦
「
こ
と
ば
の
詩
学
」
（
岩
波
書
店
、
’
九
八
二
・
七
）
は
詩
中
に
頻
出
す
る
比
嶬
の
本
質
に
つ
い
て
「
少
女
ガ
歌
ウ
」
は
ご
く
普
通
で
、
い

わ
ば
「
透
明
な
」
表
現
だ
が
、
「
森
ガ
歌
ウ
」
は
、
「
不
透
明
な
」
表
現
で
あ
り
、
読
み
手
は
一
端
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
彼
方
に
あ
る
も
の
を
手
探
り

で
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
言
葉
そ
の
も
の
に
対
す
る
注
目
と
い
う
詩
の
本
質
的
特
徴
と
結
び
つ
く
と
説
く
〈
五
八
～
六
一
頁
）
。

（
６
）
「
魂
」
は
「
九
章
」
抽
思
篇
「
魂
一
夕
而
九
逝
」
、
「
失
路
」
も
「
九
章
」
情
調
篇
「
欲
横
奔
而
失
路
今
、
堅
志
而
不
忍
」
を
出
典
と
す
る
。
い
ず
れ

も
屈
原
の
悲
哀
と
憂
悶
を
表
白
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
語
は
、
「
笑
連
州
凌
員
外
司
馬
」
〈
巻
二
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
永
貞
の

改
革
に
共
に
参
加
し
、
頓
挫
後
、
追
放
さ
れ
た
八
司
馬
の
一
人
、
凌
準
の
病
死
を
悼
ん
だ
作
。

（
７
）
「
天
寒
歳
欲
暮
、
朔
風
舞
飛
雪
」
（
「
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」
晋
詩
巻
一
九
、
子
夜
四
時
歌
冬
歌
其
九
）
「
燕
起
知
風
舞
、
礎
潤
識
雲
流
」
（
同
上
書
、

宋
詩
巻
六
、
謝
荘
「
喜
雨
詩
」
）
「
出
風
舞
森
桂
、
落
日
唆
回
松
」
（
同
上
書
、
梁
詩
巻
四
江
掩
「
悼
室
人
詩
」
其
四
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
風
の
作
用

と
し
て
用
い
ら
れ
、
一
種
の
ク
リ
シ
ェ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
擬
人
法
と
は
修
辞
法
の
一
種
で
あ
る
比
嶮
に
属
し
、
人
間
で
な
い
も
の
（
非
人
間
）
を
人
間
に
模
し
て
表
現
す
る
技
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人

間
で
あ
る
読
者
は
、
自
ら
の
知
覚
に
基
づ
い
て
表
現
内
容
を
具
体
的
に
理
解
し
得
る
。
そ
の
際
、
表
現
内
容
が
人
間
と
無
関
係
の
ま
ま
収
束
し
て
い

る
の
が
擬
人
怯
叫
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
、
非
人
間
で
あ
る
擬
人
化
対
象
の
特
質
や
様
態
を
人
間
に
模
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に
表
現
す
る
こ
と

に
終
始
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
擬
人
法
㈲
は
非
人
間
で
あ
る
擬
人
化
対
象
が
、
い
わ
ば
「
媒
体
」
（
佐
藤
信
夫
「
レ
ト
リ
ッ
ク
の
消
息
」
白
水
社
、

（
１
）
最
近
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
松
本
肇
「
柳
宗
元
研
究
」
（
創
文
社
、
一
一
○
○
○
・
二
）
第
二
編
第
二
章
山
水
詩
。
各
時
期
に
お
け
る
作
品
の
変
容
を
考

察
し
、
柳
宗
元
の
心
境
と
思
索
の
変
化
を
論
証
す
る
。

（
２
）
王
國
安
菱
釈
「
柳
宗
元
詩
菱
釈
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
三
・
九
）
巻
一
一
。
以
下
に
引
く
巻
数
は
す
べ
て
同
書
に
拠
る
。
同
書
は
南
宋
蜀
刻
、
新

刊
増
廣
百
家
詳
補
注
「
唐
柳
先
生
文
集
」
を
底
本
と
し
、
南
宋
世
練
堂
刊
本
「
河
東
先
生
集
」
な
ど
諸
本
を
校
勘
に
用
い
て
い
る
。
な
お
拙
論
の
解

釈
及
び
制
作
年
代
も
、
基
本
的
に
は
同
書
を
参
照
し
た
が
、
そ
の
他
、
中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書
「
柳
宗
元
集
」
（
中
華
書
局
、
二
○
○
○
・
｜
、
第

三
版
）
、
和
刻
本
漢
詩
集
成
第
五
輯
「
柳
河
東
集
」
明
、
蒋
之
麹
注
、
鵜
飼
信
之
鮎
、
覆
明
崇
禎
刊
本
（
汲
古
書
院
、
昭
和
五
○
・
四
）
を
参
照
。
な

お
拙
論
引
用
散
文
の
底
本
は
右
中
華
書
局
本
。
巻
数
も
同
書
に
拠
る
。

（
３
）
繁
雑
を
避
け
て
他
の
典
故
を
省
い
た
が
、
「
南
澗
」
を
初
め
、
「
参
差
」
「
幽
谷
」
「
藻
」
「
倫
騎
」
は
い
ず
れ
も
「
詩
經
」
中
の
水
辺
に
因
む
句
を
踏
ま

"￣、へ

１注
、－戸一

え
て
い
る
。
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昭
和
六
二
年
、
参
照
）
と
な
っ
て
隠
さ
れ
た
真
の
目
的
を
表
現
す
る
。
そ
れ
を
志
向
す
る
の
は
作
者
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
作
者
又
は
作
者
に
関

わ
る
極
め
て
人
間
的
内
容
を
暗
に
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
対
象
が
主
体
と
な
っ
て
内
容
が
連
続
展
開
し
、
寓
意
を
表
現
す
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
他
、
擬
人
法
③
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
９
）
こ
の
例
の
他
に
「
九
歌
」
湘
夫
人
に
も
「
九
疑
綾
今
竝
迎
、
霞
之
來
今
如
雲
」
（
後
に
引
く
）
と
あ
る
。

（
Ⅲ
）
新
海
一
「
柳
宗
元
と
楚
醇
と
」
（
主
に
寓
言
文
、
辞
賦
を
対
象
と
す
る
）
（
「
柳
文
研
究
序
説
」
第
一
篇
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
・
三
）
、
松
本
肇
前
掲

書
注
（
１
）
第
二
篇
第
三
章
な
ど
。

（
Ⅱ
）
「
周
子
」
は
呂
向
注
に
拠
れ
ば
「
周
甑
」
〈
四
三
八
？
～
四
九
○
？
）
と
さ
れ
る
が
、
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
周
噸
、
字
は
彦
倫
、
官
は
國
士

博
士
舍
南
斉
薔
」
巻
四
こ

そ
暗
斑
二
、
－

（
皿
）
（
是
に
於
て
南
嶽
は
潮
り
を
献
じ
、
北
璽
は
笑
ひ
を
騰
げ
、
列
塾
は
争
ひ
識
り
、
撹
峰
は
煉
坐
ワ
調
る
。
遊
子
の
我
を
欺
け
る
を
慨
き
、
人
の
以
て
赴

弔
す
る
無
き
を
悲
し
む
。
故
に
其
の
林
は
葱
ぢ
て
尿
く
る
無
く
、
澗
は
塊
ぢ
て
歌
ま
ず
。
）

（
旧
）
沢
崎
久
和
「
唐
詩
に
お
け
る
擬
人
法
」
（
「
高
知
大
國
文
」
第
十
三
号
、
昭
和
五
七
年
）
は
、
「
為
我
」
（
「
白
雲
見
我
去
、
亦
爲
我
飛
鰯
」
な
ど
）

「
知
」
（
「
春
風
知
別
苦
」
な
ど
）
「
送
・
迎
・
侍
・
留
」
今
江
水
迎
君
日
夜
流
」
な
ど
）
等
の
例
を
挙
げ
唐
詩
の
擬
人
法
に
お
け
る
基
本
的
性
格
と
し

て
人
格
化
し
た
自
然
（
非
人
間
）
と
交
流
し
、
親
故
に
対
す
る
よ
う
な
「
親
密
感
を
注
ぐ
こ
と
」
と
説
く
。
こ
れ
は
拙
論
の
擬
人
法
㈱
に
相
当
す

る
。

あ
た

くｕ）⑯（繩蹄繩辨繩琳印絆噸癖譲誠噸伸鍛り

⑰
（
聴
瀧
鱸
瀧
禰
丘
鱸
鰯
ず

が
く

（
応
）
福
井
佳
夫
「
孔
稚
珪
の
〈
北
山
移
文
〉
に
つ
い
て
」
（
「
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
一
一
四
巻
、
第
一
二
・
四
号
、
一
九
八
九
）
は
こ
の
作
を
六
朝
の
滑

稽
文
学
の
中
に
置
い
て
比
較
考
察
す
る
。
六
朝
期
の
滑
稽
文
学
の
多
く
は
滑
稽
そ
れ
自
体
の
追
求
で
は
な
く
、
椀
曲
な
当
て
こ
す
り
や
椰
楡
が
目
的

で
、
「
北
山
移
文
」
も
当
時
流
行
し
て
い
た
朝
隠
風
の
隠
逸
理
論
に
対
す
る
風
刺
に
よ
る
非
難
を
す
る
た
め
に
擬
人
法
が
用
い
ら
れ
た
と
論
じ
る
。

Ｂ
）
「
割
腸
」
は
「
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」
「
楽
府
詩
集
」
「
全
唐
詩
」
中
、
季
商
隠
「
季
夫
人
歌
」
、
章
荘
「
冬
夜
」
、
魏
承
班
（
五
代
蜀
の
大
尉
）
「
許

衷
情
」
第
三
首
の
三
篇
の
み
。
い
ず
れ
も
柳
の
後
人
の
作
。

（
Ⅳ
）
下
定
雅
弘
「
柳
宗
元
柳
川
詩
－
葛
藤
の
鎮
静
と
そ
の
由
来
ｌ
」
｛
「
日
本
中
國
學
曾
報
」
第
三
三
集
、
一
九
八
一
・
一
○
）
に
拠
れ
ば
、
「
法
華
経
」
見
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グー、ゴー且

2０１９ 
，－－、－

＝へ

１８ 
－〆

ゴー、〆￣、二一、〆￣、〆￣へ

２６２５２４２３２２ 
、－〆、＝￣～〆、－”～〆

￣戸－

２１ 
、-戸

二一、グー、

２９２８ 
－戸、－〆

（
、
）

賓
塔
品
第
十
一
に
多
宝
仏
が
布
教
の
為
に
千
万
億
の
菩
薩
に
分
身
し
た
と
い
う
。
ま
た
王
注
は
慧
能
「
六
祖
大
師
法
寶
壇
經
」
を
引
い
て
い
る
。

「
白
鶴
峰
新
居
欲
成
夜
過
西
隣
騒
秀
才
」
一
一
首
其
一
（
王
文
酷
輯
注
「
蘇
軟
詩
集
」
巻
四
○
、
七
律
頚
聯
）
な
お
出
句
は
、
自
注
に
拠
れ
ば
韓
愈
の

「
水
作
青
羅
帯
」
に
基
づ
く
と
す
る
が
、
現
行
の
韓
愈
の
集
に
は
見
え
な
い
。

「
子
厚
詩
在
陶
淵
明
下
、
寧
蘇
州
上
、
退
之
豪
放
奇
剣
則
過
之
、
而
温
麗
精
深
不
及
也
」
言
哲
溪
漁
隠
叢
話
」
前
染
、
巻
一
九
「
柳
柳
州
ご

小
川
環
樹
「
自
然
は
人
間
に
好
意
を
も
つ
か
ｌ
宋
詩
の
擬
人
法
ｌ
」
（
「
風
と
雲
中
国
文
学
論
集
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
）
、
ま
た
横
山
伊
勢
雄

「
蘇
軟
の
詩
に
お
け
る
修
辞
－
轡
購
・
擬
人
法
・
典
故
Ｉ
」
（
「
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集
」
昭
和
五
四
年
三
月
）
は
「
蘇
軟
は
こ
と
に

擬
人
法
を
多
用
し
た
詩
人
」
と
記
す
。

「
今
是
上
人
窮
其
醤
（
仏
瞥
）
、
得
其
言
、
論
其
意
」
「
凡
世
之
善
言
佛
者
、
…
中
略
…
楚
之
南
則
重
巽
師
。
師
之
言
存
、
則
佛
之
道
不
遠
英
」
（
「
送

巽
上
人
赴
中
丞
叔
父
召
序
」
巻
一
一
五
）
な
ど
、
柳
宗
元
が
鶉
上
人
に
敬
服
し
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
戸
崎
哲
彦
「
柳
宗
元
と
中
唐
の
仏

教
」
（
「
唐
代
中
期
の
文
学
の
思
想
ｌ
柳
宗
元
と
そ
の
周
辺
Ｉ
」
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
識
聾
第
十
八
号
、
’
九
八
九
・
三
）
も
柳
が
十
七
人
の
仏

憎
と
交
遊
し
、
そ
の
「
瀕
度
と
親
厚
の
程
度
か
ら
」
「
天
台
系
の
重
巽
」
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
と
説
く
。

元
、
李
桁
「
竹
譜
詳
録
」
竹
品
（
「
知
不
足
斎
叢
書
」
第
二
四
集
）

「
滑
滑
」
は
「
泉
滑
滑
而
始
流
」
（
「
帰
去
來
今
鱒
」
）
「
除
陰
」
は
「
桑
竹
垂
餘
陰
」
（
「
桃
花
源
詩
」
に
基
づ
く
。

「
老
子
」
第
三
章
「
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
賓
其
腹
」
、
「
荘
子
」
雑
繍
漁
父
「
得
聞
聖
教
、
敢
不
虚
心
」

晋
の
王
徽
之
が
仮
住
居
に
竹
を
植
え
さ
せ
、
「
何
ぞ
一
日
と
し
て
此
の
君
無
か
る
可
け
ん
や
」
と
言
っ
た
故
事
（
「
世
説
新
語
」
任
誕
満
）
に
基
づ
く
。

滴
、
何
悼
「
義
門
調
瞥
記
」
（
巻
三
七
）
は
「
棄
幽
期
」
の
「
粟
」
を
「
契
」
（
合
う
、
一
致
す
る
）
と
す
る
。
意
味
は
通
じ
る
が
、
柳
宗
元
の
胸
中

を
第
一
義
的
に
占
め
る
の
は
「
隠
遁
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
腫
摘
と
い
う
不
幸
で
あ
る
か
ら
「
葉
」
の
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

卜
》
ん

「
灘
」
は
「
廊
然
と
し
て
盛
多
な
る
な
り
」
〈
毛
伝
｝
。
｝
」
の
詩
の
解
釈
は
諸
説
あ
る
が
、
今
、
高
田
真
治
「
詩
経
」
上
｛
集
英
社
、
漢
詩
大
系
ｌ
、
昭

和
四
一
・
二
）
解
説
「
一
見
し
て
傾
蓋
相
許
す
の
善
友
と
相
会
す
る
を
期
す
る
詩
」
に
従
う
。

宋
之
間
「
緑
竹
引
」
（
「
全
唐
詩
」
巻
五
二
、
楊
烟
「
竹
」
（
「
全
唐
詩
補
編
」
巻
七
）
な
ど
。

沢
崎
久
和
前
掲
論
文
注
（
里
参
照
。
自
然
に
対
す
る
呼
び
か
け
や
「
謝
意
」
「
噺
塊
」
な
ど
、
自
然
と
の
親
密
な
交
流
は
、
殊
に
中
唐
以
降
に
顕
著

と
指
摘
す
る
。
柳
詩
も
そ
の
代
表
例
と
い
え
、
当
該
作
の
他
に
「
聞
黄
鴎
」
（
巻
二
、
七
古
、
九
韻
）
に
お
い
て
も
、
「
郷
禽
」
（
第
十
五
句
、
故
郷

の
鳥
）
で
あ
る
「
黄
幽
」
（
朝
鮮
う
ぐ
い
す
）
を
「
舎
南
巻
北
遥
相
語
」
と
擬
人
化
し
た
上
で
、
黄
鴎
に
話
し
か
け
、
境
遇
を
語
り
、
願
い
を
託
し

て
い
る
。
ま
た
、
陳
望
道
「
修
辞
学
発
凡
」
（
上
海
教
育
出
版
社
、
二
○
○
一
・
七
）
は
、
擬
人
法
を
「
比
擬
」
（
一
一
九
、
一
一
一
○
頁
）
と
し
、
呼
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〆白～

４４ 
－戸

〆－－界￣、

４３４２ 
、．￣、－〆

グー、デー、〆戸、

４１４０３９ 
、＝〆、－〆、－‐

￣田一、－－尹￣、

３８３７３６３５ 
、－〆～〆、￣、－戸

＝－℃ 

３４ 
、－〆

〆－，

３３ 
、_〆

ぴ
か
け
は
「
呼
告
」
（
一
二
九
、
一
三
○
頁
）
と
し
て
別
に
分
類
す
る
が
拙
論
で
は
、
擬
人
法
と
看
倣
す
。

薊
）
「
后
皇
嘉
樹
」
は
二
説
あ
る
。
王
逸
は
「
后
士
皇
天
」
の
意
に
取
り
、
朱
蔦
は
「
后
皇
」
は
楚
王
を
指
す
と
す
る
。
拙
論
は
王
注
に
従
う
。

（
皿
）
下
定
雅
弘
「
柳
宗
元
柳
州
詩
１
１
葛
藤
の
鎮
静
と
そ
の
由
来
－
－
Ｌ
（
「
日
本
中
國
學
會
報
」
第
一
二
一
一
一
集
、
一
九
八
一
・
一
○
、
一
一
三
三
頁
）
、
松
本
肇

前
掲
書
注
（
１
二
五
○
頁
な
ど
。

（
釦
）
柳
宗
元
は
、
元
和
五
年
の
「
祭
崔
君
敏
文
」
（
巻
四
○
）
中
、
氷
州
流
調
を
「
調
蓬
炎
方
」
と
記
し
て
お
り
、
「
此
炎
方
」
が
永
州
を
指
す
の
は
明
ら

一
口
倉
英
篝
「
詩
人
た
ち
の
時
空
Ｉ
上
鰹
賦
か
ら
寳
詩
へ
ｌ
」
（
平
凡
社
一
九
八
八
・
六
一
第
七
意
識
霊
連
一
八
七
頁

「
筒
管
」
は
竹
の
最
大
の
種
類
（
戦
凱
之
「
竹
譜
」
）
。
後
述
、
郭
瑛
「
江
賦
」
中
、
江
辺
の
植
物
列
挙
の
中
に
見
え
る
。

松
本
肇
前
掲
薔
注
（
１
）
第
二
編
第
二
章
山
水
誌
（
九
七
～
九
八
頁
、
一
○
○
ｉ
一
○
一
頁
な
ど
）
参
照
。

「
葦
宇
」
「
賞
心
」
「
離
念
」
以
外
、
「
険
難
」
「
菊
榛
」
「
枯
稿
」
「
開
顔
」
。
但
し
、
こ
こ
で
は
謝
詩
が
初
出
で
あ
る
か
否
か
は
問
わ
ず
、
単
に
謝
詩
中

に
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
語
を
列
挙
し
た
。
ま
た
、
柳
詩
第
十
三
句
も
「
遂
登
璽
峰
首
、
遡
若
升
雲
煙
」
（
「
入
華
子
崗
是
麻
源
第
三
谷
」
第
五
聯
）
に

基
づ
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
拙
論
に
引
く
謝
詩
は
、
顧
紹
柏
校
注
「
謝
霊
運
築
校
注
」
（
中
州
古
辮
出
版
社
、
一
九
八
七
・
八
）
に
拠
る
。

「
志
苦
離
念
結
、
情
傷
日
月
楢
」
願
注
に
拠
れ
ば
「
初
学
記
」
巻
十
八
に
、
四
句
採
録
さ
れ
て
い
る
が
閥
文
が
あ
っ
た
と
推
避
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
下
定
雅
弘
「
柳
宗
元
の
愚
溪
と
謝
霊
運
の
始
寧
」
（
「
六
朝
學
術
學
會
報
」
第
三
集
、
二
○
○
二
・
一
一
一
）
な
ど
。

「
剣
南
詩
藥
」
巻
九
所
収
。
こ
の
他
「
海
遥
重
山
江
抱
城
」
（
唐
、
李
渉
「
豊
北
固
山
亭
』
な
ど
。
な
お
「
清
潤
」
も
柳
詩
以
前
に
は
見
え
な
い
。

蘇
試
初
め
楊
万
里
、
萢
成
大
が
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。

「
韓
柳
詩
選
」
評
。
王
注
引
く
。
未
見
。

「
坤
珍
」
は
後
漠
、
班
固
「
東
都
賦
」
（
「
文
選
」
巻
二
中
の
語
。
光
武
帝
が
天
地
の
神
霊
の
意
を
汲
ん
で
帝
位
に
即
き
、
王
芥
纂
奪
に
よ
る
世
乱

を
治
め
た
と
い
う
件
り
に
見
え
る
。
六
臣
注
は
畠
の
御
世
に
洛
水
か
ら
出
た
神
亀
の
背
に
あ
っ
た
洛
轡
と
す
る
が
、
拙
論
で
は
取
ら
な
い
。

「
九
章
」
抽
思
に
「
悲
秋
風
之
動
容
今
、
何
回
極
之
浮
浮
」
と
見
え
る
。

な
か
っ
た
臣
」
の
函

「
遠
岫
」
は
「
郡
市

三
）
中
に
見
え
る
。

戸
倉
英
美
「
詩
人
一

佐
伯
典
子
「
建
安
誌
に
お
け
る
擬
人
法
に
つ
い
て
」
（
「
高
知
大
國
文
」
第
二
二
号
、
一
九
九
一
）
は
、
「
橘
柚
」
を
媒
体
に
し
て
「
君
主
に
用
い
ら
れ

な
か
っ
た
臣
」
の
思
い
を
詠
じ
た
漠
代
の
作
（
「
古
詩
三
首
」
其
二
な
ど
を
比
較
考
察
す
る
。

「
遠
岫
」
は
「
郡
内
高
齋
閑
坐
答
呂
法
曹
詩
」
（
「
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」
斉
詩
巻
三
）
、
「
澄
江
」
は
「
晩
登
三
山
還
望
京
邑
詩
」
（
同
上
瞥
斉
詩
巻

か
で
あ
る
。
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（
日
）
久
爲
蕃
組
累
、
幸
此
南
夷
調
。
閑
依
農
圃
鄭
、
偶
似
山
林
客
。
嶋
耕
翻
露
草
、
夜
傍
響
溪
石
。
来
往
不
逢
人
、
長
歌
楚
天
碧
。

（
皿
）
明
、
季
東
陽
「
懐
麓
堂
詩
話
」
、
王
世
貞
「
襲
苑
后
言
」
な
ど
。

グーへ－、グー、￣、

６０５９５８５７ 
－〆笛一〆－－〆

（
記
）

（
記
）

（
別
）

（
弱
）

（
閉
）

ニー、－－､戸－－〆￣、冴一、ニーヘ－～

５１５０４９４８４７４６４５ 
、一、一、￣、－〆～、〆､．＝、＝〆

〈
江
雪
〉

に
従
う
。

王
文
詰
輯
註
「
蘇
試
詩
集
」
巻
三
八
（
四
言
六
韻
）

「
荘
子
」
馬
蹄
篇
、
「
陶
者
曰
、
我
善
治
埴
」
に
基
づ
く
。
王
注
は
「
互
器
を
作
る
者
」
と
す
る
。

「
蒲
魚
」
は
魚
名
に
も
あ
る
が
拙
論
は
王
注
の
「
此
指
採
蒲
捕
魚
者
也
」
に
従
う
。
「
蒲
」
と
「
蔵
」
は
「
蒲
蔵
」
の
語
が
あ
る
よ
う
に
同
種
の
水
辺

の
草
。
編
ん
で
む
し
ろ
な
ど
の
素
材
に
な
る
。
「
蔵
」
と
し
な
か
っ
た
の
は
句
頭
を
「
蒲
陶
」
と
揃
え
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

松
本
肇
前
掲
瞥
注
（
’
二
○
九
～
二
○
頁
。

「
西
晋
文
学
論
」
注
（
虹
）
三
九
八
頁
。

柳
宗
元
自
身
も
代
表
作
「
登
柳
州
城
襖
寄
樟
汀
封
遮
囚
州
」
（
巻
三
）
「
鷲
風
凱
腱
芙
蓉
水
」
（
第
三
句
）
と
用
い
て
い
る
。

柳
詩
に
も
「
鴎
母
（
暴
風
）
偏
鷲
旅
客
船
」
（
「
嶺
南
江
行
」
巻
三
、
第
六
句
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
船
の
乗
客
を
鷲
か
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の

ひ
く

「
夫
れ
水
は
知
者
の
楽
み
な
り
。
今
是
の
襖
独
り
愚
に
辱
め
ら
る
る
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
其
の
流
れ
醤
だ
下
く
、
以
て
概
潅
す
べ
か
ら
ず
、
…
（
中
略
）
．
：

１
き

以
て
世
に
利
す
る
無
く
し
て
適
に
余
に
類
す
。
然
ら
ば
別
ち
辱
め
て
之
を
愚
と
す
と
錐
も
、
可
な
り
。
…
（
中
略
〉
・
・
・
今
余
有
道
に
週
へ
と
も
理
に
連
ひ
、

事
に
桴
ろ
、
故
に
凡
そ
愚
為
る
者
我
に
若
く
莫
し
。
夫
れ
然
ら
ぱ
則
ち
天
下
に
能
く
是
の
渓
を
争
ふ
蕊
け
ん
。
余
専
ら
に
し
て
名
づ
く
る
を
得
た
り
。

「
中
園
中
世
文
學
研
究
」
第
十
八
号
、
一
九
八
六
・
二

柳
詩
の
「
飛
べ
な
い
鳥
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
松
本
肇
前
掲
書
注
（
１
）
第
四
編
第
三
章
に
詳
し
い
。

「
終
南
山
の
変
容
Ｉ
中
庸
文
学
論
築
」
（
研
文
出
版
・
一
九
九
九
・
一
○
）
Ｉ
「
中
庸
の
文
学
」
所
収
。
引
用
部
分
は
一
一
一
、
’
一
三
頁
。

以
前
よ
り
筆
者
は
「
夜
傍
」
で
は
な
く
「
夜
傍
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
「
傍
」
な
ら
上
四
言
の
ま
と
ま
り
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。
同
時
期
、

よ
く
似
た
内
容
の
「
溪
居
」
（
巻
二
注
（
田
）
参
照
）
に
「
夜
袴
響
溪
石
」
と
あ
る
。
（
二
詩
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
下
定
雅
弘
「
柳
宗
元
の
〈
漁
翁
〉

〈
江
雪
〉
二
首
に
つ
い
て
」
「
野
草
」
”
、
一
九
七
九
・
三
に
指
摘
が
あ
る
）
た
だ
管
見
の
限
り
、
「
傍
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
は
な
い
の
で
、
｜
応
旧
訓

「
或
忠
信
而
死
節
分
」
「
或
施
護
而
不
疑
」
（
以
上
「
借
往
日
ご
「
或
跳
鈷
而
汚
之
」
（
「
九
辨
」
）

「
西
薔
文
學
論
ｌ
玄
學
の
影
と
形
似
の
曙
Ｉ
」
（
汲
古
薔
院
平
成
十
四
年
二
月
）
第
六
章
第
三
節
三
八
二
「
三
頁
．

散
文
で
は
元
結
「
婚
萱
銘
」
序
文
（
「
元
次
山
集
」
巻
十
二
）
、
張
説
「
上
邦
縣
君
李
氏
墓
誌
銘
」
（
「
張
燕
公
集
」
巻
二
四
）
の
二
例
が
あ
る
。

「
東
彼
題
餓
」
巻
二
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（
拙
論
は
二
○
○
二
年
八
月
、
永
州
で
開
催
さ
れ
た
柳
宗
元
国
際
学
術
討
論
会
に
於
て
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

〆￣、￣、

６７６６ 
閨_〆～〆

（
岡
）
松
浦
友
久
編
「
唐
詩
解
釈
辞
典
」
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
・
十
二
「
漁
翁
」
の
訳
（
高
橋
良
行
氏
担
当
）
。
拙
論
と
同
じ
解
釈
と
し
て
は
、
管
見

の
限
り
、
高
文
、
屈
光
選
注
「
柳
宗
元
選
集
」
〈
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
・
十
一
）
が
「
調
只
有
〈
無
心
〉
的
白
雲
與
舟
相
逐
。
表
達
孤
濁
無

伴
之
心
境
」
（
三
四
頁
）
と
解
し
て
い
る
。

（
“
）
松
浦
友
久
編
前
掲
書
注
（
“
）

（
②
松
本
肇
氏
は
唐
代
の
「
漁
父
歌
」
系
譜
の
先
行
作
を
考
察
し
、
「
雲
」
の
モ
チ
ー
フ
が
「
漁
父
歌
」
の
常
套
表
現
を
も
踏
ま
え
た
も
の
で
「
錦
去
来
今

辞
」
と
「
合
流
し
た
も
の
」
と
論
ず
る
（
前
掲
書
注
（
１
）
、
第
二
編
第
二
章
山
水
詩
三
、
「
漁
父
歌
」
の
系
譜
）
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
開
元
の
進
士
、

儲
光
義
の
「
漁
父
詞
」
「
素
髪
随
風
揚
、
遠
心
輿
雲
遊
」
を
挙
げ
る
。
柳
宗
元
の
「
漁
翁
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
詩
句
に
極
め
て
近
い
と
い
え
よ
う
。

扇
）
瀬
戸
賢
一
「
認
議
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
（
海
鳴
社
、
一
九
九
七
・
九
）
第
二
章
パ
ー
ソ
ニ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
、
九
一
頁
。

泉
蹄
愉
海
近
泉
は
楢
海
に
帰
り
て
近
く

樹
入
楚
山
長
樹
は
楚
山
に
入
り
て
長
し

（
「
酬
徐
二
中
丞
普
寧
郡
内
池
館
即
事
見
寄
（
徐
二
中
丞
の
普
寧
郡
内
池
館
即
事
を
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゅ
）
」
巻
一
一
一
、
五
律
頸
聯
）

積
雪
表
明
秀
積
雪
明
秀
を
表
わ
し

寒
花
助
葱
寵
寒
花
葱
繭
を
助
く

（
「
酬
岡
鋼
山
人
郡
内
新
栽
松
寓
興
見
附
（
岡
騎
山
人
の
郡
内
に
新
た
に
松
を
栽
う
、
寓
興
を
囎
ら
る
る
に
酬
ゆ
｝
二
首
其
一
、
巻
三
、
五
古
第
四
聯
」

梅
嶺
寒
煙
蔵
蒻
翠
梅
嶺
の
寒
煙
蒻
翠
を
蔵
し

Ⅲ
、
．
。
、
７
１
う

桂
江
秋
水
鰯
鯛
鋼
桂
江
の
秋
水
鋼
蝋
を
露
す

（
「
柳
州
寄
丈
人
周
詔
州
（
柳
州
に
て
丈
人
周
詔
州
に
寄
す
）
」
巻
三
、
七
律
頸
聯
｝

例
え
ば
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